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▶日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
月・火・木‥‥‥‥‥‥‥10〜20時
水・金‥‥‥‥‥‥‥‥‥13〜20時
第 ２ 、第 ４ 土曜日‥‥‥‥‥‥閉室
第１、第３、第 ５ 土曜日‥‥１０〜１８時

中
国
の
四
川
大
学
か
ら
招
待
さ
れ
、

「
国
際
登
山
ア
ウ
ト
ド
ア
会
議
」（
第
四

届
山
地
戸
外
安
全
与
健
康
国
際
会
議
・

７
月
24
～
26
日
）
で
講
演
を
し
て
き
ま

し
た
。
今
ま
で
の
海
外
講
演
と
は
違
っ

た
意
味
合
い
の
、
大
変
有
意
義
な
経
験

で
し
た
。
官
製
登
山
協
会
の
情
報
で
は

得
ら
れ
な
い
中
国
登
山
界
の
息
吹
と
胎

動
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
協
力

関
係
に
道
筋
を
つ
け
ま
し
た
。

招
待
し
て
く
れ
た
の
は
会
議
の
プ
ロ

モ
ー
タ
ー
、
四
川
大
学
戸
外
運
動
研
究

所
秘
書
長
の
劉
勇
博
士
で
す
。
同
氏
は

中
国
で
唯
ひ
と
り
と
言
っ
て
い
い
国
際

的
に
知
ら
れ
る
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
で
す
。

彼
の
記
録
は
、
英
文
ジ
ャ
ー
ナ
ル

Japanese A
lpine N

ew
s

に
２
回
（
２

０
１
３
年
ネ
パ
ー
ルB

am
ongo 

６
４

０
０
ｍ
と
15
年
南
極
半
島
の
未
踏
峰
の

初
登
頂
）掲
載
し
ま
し
た
。１
９
６
９
年

生
ま
れ
で
現
在
46
歳
、
山
歴
は
本
格
的

で
中
国
の
登
山
家
と
し
て
は
異
能
な
人

材
で
す
。
19
歳
で
フ
ラ
ン
ス
の
登
山
家

と
チ
ョ
ー
・
オ
ユ
ー
に
登
頂
（
こ
の
時

は
エ
ベ
レ
ス
ト
を
途
中
で
断
念
）、四
川

省
で
は
ア
メ
リ
カ
人
ク
ラ
イ
マ
ー　

Jon O
tto, T

im
 B

oalter

と
組
ん
で

難
峰
・Y

angm
olong

莫
龍
６
０
６
０

ｍ
を
初
登
頂
、
四
姑
娘
山
岩
峰
群
の

Jade R
abbit

玉
兎
峰
５
５
７
８
ｍ
を
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Jon O
tto

と
初
登
頂
、
ほ
か
に
も
新
ル

ー
ト
を
開
拓
し
て
い
ま
す
。
今
秋
に
は

四
姑
娘
山
岩
峰
群
の
最
後
の
未
踏
峰

D
ragon's T

eeth 

５
２
６
０
ｍ
に
５

度
目
の
挑
戦
を
し
ま
す
。ち
な
み
にJon 

O
tto

は
成
都
に
住
み
、
長
年
、
中
国
人

ク
ラ
イ
マ
ー
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

劉
さ
ん
は
２
０
１
２
年
に
フ
ラ
ン
ス

の
黄
金
の
ピ
ッ
ケ
ル
賞
（
ピ
オ
レ
ド
ー

ル
）
東
カ
ラ
コ
ラ
ム
・
セ
サ
ル
カ
ン
リ

Ⅱ（
世
界
で
２
番
目
に
高
い
未
踏
峰
）初

登
頂
の
審
査
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
山
岳
会（
Ａ
Ａ
Ｃ
）と
は
前
会

長S
teve S

w
enson

さ
ん
（
小
生
の
知

人
で
坂
下
直
枝
さ
ん
と
親
し
い
）
を
通

じ
て
関
係
が
あ
り
、
中
国
の
若
手
ク
ラ

イ
マ
ー
を
Ａ
Ａ
Ｃ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
送
る
企
画
を
進
め

て
い
ま
す
。
英
語
は
流
暢
で
、
積
極
的

に
国
際
交
流
を
始
め
て
い
ま
す
。
な
お
、

劉
さ
ん
は
登
山
の
み
な
ら
ず
ス
キ
ー
も

含
め
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で

す
。
東
奔
西
走
、
た
い
へ
ん
活
動
的
で

す
。
今
年
の
春
は
北
海
道
、
来
年
１
月

は
長
野
で
ス
キ
ー
で
す
。

劉
さ
ん
の
家
族
は
名
門
の
出
の
よ
う

で
、
お
父
さ
ん
は
四
川
大
学
医
学
部
の

著
名
な
教
授
で
し
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
一

家
で
も
あ
り
、
妹
さ
ん
は
テ
ニ
ス
の
中

国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
、
現
在
は
北
京
で

テ
ニ
ス
・
ス
ク
ー
ル
を
開
い
て
い
ま
す
。

劉
勇
博
士
と
知
り
合
っ
た
の
は
、
３

年
前
に
台
北
で
開
催
さ
れ
た
国
際
高
所

中
国
・
四
川
大
学
で
の
講
演
よ
り

　
　

見
え
て
き
た
新
た
な
る
展
望

中
村
保

四川大学・国際登山アウトドア会議2015
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医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
中
国
台
北
山

岳
協
会
に
招
待
さ
れ
て
講
演
を
し
た
折

で
す
。
登
山
の
世
界
は
広
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
もJapanese A

lpine N
ew

s

で
培
っ
た
海
外
人
脈
の
お
陰
で
す
。

実
質
的
な
主
宰
者
の
四
川
大
学
は
、

北
京
大
学
、
清
華
大
学（
北
京
）、
上
海

交
通
大
学
な
ど
中
国
の
名
門
大
学
10
校

の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
回
は
４
回

目
の
国
際
会
議
で
、
開
催
場
所
は
成
都

の
中
心
部
、
天
府
広
場
に
隣
接
す
る
四

川
科
学
技
術
館
で
す
。

テ
ー
マ
は
広
範
に
わ
た
り
、
登
山
ア

ウ
ト
ド
ア
に
関
し
て
登
頂
記
録
・
安
全

対
策
・
高
所
対
策
・
救
援
・
健
康
管
理
、

観
光
事
業
な
ど
で
す
。
正
式
参
加
者
は

四
川
大
学
教
授
ら
の
関
係
者
、
西
南
科

学
技
術
大
学
、成
都
体
育
学
院
、四
川
師

範
大
学
、
四
川
登
山
協
会
な
ど
多
数
で
、

な
か
で
も
目
を
ひ
い
た
の
は
、
四
姑
娘

山
風
景
名
勝
区
管
理
局
か
ら
新
任
局
長

以
下
６
名
の
一
行
の
参
加
で
し
た
。
四

川
省
は
景
勝
地
・
四
姑
娘
山
を
「
中
国

の
シ
ャ
モ
ニ
」
に
育
て
よ
う
と
力
を
入

れ
始
め
ま
し
た
。
現
地
在
住
の
日
本
人

写
真
家
・
大
川
健
三
さ
ん
は
管
理
局
の

特
別
顧
問
を
し
て
い
ま
す
。
大
川
さ
ん

に
よ
る
と
、
新
任
の
董
平
局
長
は
ア
バ

州
政
府
の
官
僚
で
、
共
産
党
地
方
幹
部

と
し
て
出
世
コ
ー
ス
を
歩
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。
観
光
地
も
官
製
支
配
が
及
ん

で
い
ま
す
。
異
色
だ
っ
た
の
は
中
国
の

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
月
面
有
人
飛
行

計
画
を
医
学
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
清
華
大
学
の
男
女
２
名
の
研
究
員
で

し
た
。
韓
国
か
ら
は
大
学
教
授
が
招
待

さ
れ
、中
国
・
韓
国
・
日
本
の
観
光
動
態

と
政
策
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。

中
国
人
の
登
山
の
現
状
に
つ
い
て
触

れ
ま
し
ょ
う
。共
産
主
義
体
制
の
中
、登

山
協
会（
中
国
北
京
、
四
川
、
チ
ベ
ッ
ト
、

青
海
、新
彊
）は
官
製
の
い
わ
ば
行
政
機

関
で
す
。
登
山
許
可
の
授
与
、
登
山
料

の
徴
収
、
商
業
登
山
の
企
画
支
援
、
登

頂
証
明
書
の
発
行
な
ど
、
登
山
行
政
の

執
行
機
関
で
す
。
幹
部
の
大
半
は
政
府

機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
ま
す
。
彼
ら
の
ほ

と
ん
ど
は
有
名
に
な
っ
て
い
る
山
以
外

は
知
ら
な
い
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

一
方
、
中
国
の
登
山
志
向
は
旺
盛
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ

民
間
の
登
山
ツ
ア
ー
会
社
が
登
山
協
会

か
ら
許
可
を
取
り
、
著
名
な
山
に
団
体

で
登
ら
せ
る
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
で
す
。

少
数
の
先
鋭
な
ク
ラ
イ
マ
ー
が
育
ち
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
エ
リ
ア
的
に
は
未
だ

活
動
範
囲
は
狭
い
で
す
。
小
生
の
フ
ィ

ー
ル
ド
で
あ
る
東
チ
ベ
ッ
ト
辺
境
の
山

の
多
く
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
未
知
の

世
界
で
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
実
態
を
知
っ
て
い
る
劉
さ
ん
が
、
小

生
を
横
断
山
脈
研
究
会
会
長
の
立
場
で

講
演
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ゲ
ス
ト
と
し
て

呼
ん
で
く
れ
た
次
第
で
す
。
１
６
０
枚

の
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、「
最
後
の
辺
境

　
　

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」
を
紹
介
し
ま
し

た
。
劉
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
英

語
で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。
講
演
の
進

行
司
会
役
で
も
あ
る
劉
さ
ん
自
身
は
、

中
国
隊
初
の
南
極
半
島
遠
征
登
山
を
プ

レ
ゼ
ン
し
ま
し
た
。
私
は
講
演
の
冒
頭

で
次
の
話
を
し
ま
し
た
。

「『
中
国
登
山
指
南 A

 G
uide to 

M
ountaineering in C

hina 
』（
中
国

登
山
協
会
・
成
都
地
図
出
版
社
共
編
・

１
９
９
３
）の
冒
頭
の「
中
国
高
峰
分
布

図
」を
ご
覧
い
た
だ
く
と『
チ
ベ
ッ
ト
の

ア
ル
プ
ス
』の
核
心
部
、最
も
未
踏
域
の

多
い
念
青
唐
古
拉
山
東
部
と
崗
日
嘎
布

山
群
が
す
っ
ぽ
り
抜
け
て
、
白
紙
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。

中
国
の
登
山
界
に
と
っ
て
も
こ
の
２
つ

の
広
大
な
山
系
は
、
地
理
上
の
空
白
部

と
し
て
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

［
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
］
念
青
唐
古

拉
山
東
部
か
ら
横
断
山
脈
の
東
縁
ま
で
、

こ
の
神
秘
的
な
辺
境
に
は
無
数
の
未
踏

峰
が
存
在
し
ま
す
。
信
じ
が
た
い
ほ
ど

の
複
雑
な
地
形
が
こ
の
山
域
を
特
徴
づ

け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
は
こ
れ
か
ら

も
長
く
不
可
解
な
土
地
と
し
て
残
る
で

天府広場と四川科学技術館（会場）

劉勇博士の講演
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し
ょ
う
。
知
ら
れ
ざ
る
未
踏
峰
と
氷
河

が
最
も
集
中
し
て
い
る
念
青
唐
古
拉
山

東
部
、
易
貢
蔵
布
の
北
側
は
今
日
で
も

『
テ
ラ
・
イ
ン
コ
グ
ニ
タ
（
未
知
の
世

界
）』で
す
。
６
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
未

踏
峰
が
こ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
残
っ
て
い

る
山
域
が
ほ
か
に
存
在
す
る
だ
ろ
う
か
。

大
ま
か
に
数
え
た
だ
け
で
も
、
中
国
・

ブ
ー
タ
ン
国
境
沿
い
（
東
商
夾
布
か
ら

東
）に
50
座
、
マ
ク
マ
ホ
ン
・
ラ
イ
ン
上

に
25
座
、
念
青
唐
古
拉
山
東
部
に
２
０

０
座
、
崗
日
嘎
布
に
40
座
、
三
江
併
流
・

深
い
ゴ
ル
ジ
ュ
の
国
に
20
座
、
四
川
西

部
高
地
に
10
座
、
唐
古
拉
山
に
50
座
も

存
在
し
ま
す
。
最
後
の
辺
境
と
表
現
す

る
所
以
で
す
」

こ
ん
な
状
況
で
す
が
、
欧
米
的
な
登

山
ク
ラ
ブ
を
つ
く
る
機
運
も
興
っ
て
い

ま
す
。
劉
さ
ん
は
「C

hinese A
lpine 

C
lub

」
の
創
設
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
小
生
の
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

も
利
用
さ
せ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
国
で
は
登
山
協
会
も
含

め
誰
も
企
画
し
た
こ
と
の
な
い
探
検

史
・
登
攀
史
、
横
断
山
脈（
三
江
併
流
ゴ

ル
ジ
ュ
の
国
と
四
川
西
部
高
地
）
に
つ

い
て
、
劉
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
１
～
２
年

で
纏
め
た
い
の
で
情
報
・
写
真
・
地
図

の
提
供
に
協
力
し
て
ほ
し
い
、
あ
る
い

は
共
著
に
す
る
こ
と
も
考
慮
し
た
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。
小
生
が
手
が
け
て
い

る
日
本
山
岳
会
１
１
０
周
年
事
業
記
念

出
版『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
地
図
帳
』が
大
い

に
役
立
つ
だ
ろ
う
し
、
協
力
は
惜
し
ま

な
い
と
勇
気
づ
け
て
お
き
ま
し
た
。
こ

の
地
図
帳
は
菊
倍
判
３
５
２
頁
、英
語
・

日
本
語
・
中
国
語
の
３
ヵ
国
語
版
、
地

図
55
葉
、
写
真
５
３
０
枚
、
概
説
に
地

理
と
探
検
史
・
登
山
史
を
含
む
、
編
集

作
図
・
竹
内
康
之
さ
ん
、
中
国
語
訳
・

松
山
峰
子
さ
ん
、
出
版
社
は
ナ
カ
ニ
シ

ヤ
出
版
で
す
。
な
お
、
中
国
で
の
こ
の

地
図
帳
の
販
売
の
支
援
は
惜
し
ま
な
い

と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

帰
国
後
も
劉
勇
博
士
と
は
緊
密
に
連

絡
を
取
り
合
い
、
四
川
の
山
の
情
報
交

換
を
続
け
て
い
ま
す
。
次
回
は
四
川
ツ

ー
リ
ズ
ム
・
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
招
待
す
る

よ
う
段
取
り
を
つ
け
る
由
で
す
。
こ
の

カ
レ
ッ
ジ
は
来
年
、
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
学

生
を
20
名
ほ
ど
短
期
留
学
さ
せ
、
ア
ウ

ト
ド
ア
観
光
行
政
を
勉
強
さ
せ
ま
す
。

03
年
か
ら
始
ま
っ
た
海
外
14
カ
国
30
回

の
講
演
で
欧
米
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
・
イ
ン
ド
・
韓
国
は
一
巡
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
お
膝
元
の
中
国
か
ら
声
が

か
か
り
ま
し
た
。
新
た
な
展
望
が
予
感

さ
れ
ま
す
。
時
の
変
遷
で
し
ょ
う
。
傘

寿
を
過
ぎ
て
も
、
も
う
少
し
や
る
こ
と

が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

中村会員の講演

記念写真

年次晩餐会開催のご案内

9月号上でお知らせしたとおり、12月5日（土）京
王プラザホテルにて年次晩餐会を開催いたします。
　期日＝12月5日（土）
　場所＝新宿・京王プラザホテル本館４階・５階

今年は日本山岳会創立110周年記念にあたり、晩
餐会を第１部は記念式典、第2部を晩餐会とします。
＊本年の催物は、アルペンフォトビデオクラブの
展示、図書委員会主催の図書交換会、また、日本
山岳会学生部ネパール東部登山隊2015が全員初登
頂を果たしたザニェⅡ峰の報告会、および中村保
氏の講演会を開きます。
●110周年の記念式典・晩餐会には配偶者および付

き添いの方のご参加できます。ご希望の方は返
信用はがきの余白にお名前をご記入ください（会
費1万5000円）。

総務委員会委員長　今田明子
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数
十
年
に
一
度
と
い
う
幸
運
な
５
連

休
で
、
山
々
は
大
勢
の
登
山
者
で
賑
わ

っ
た
。
剱
岳
は
別
山
尾
根
ル
ー
ト
と
は

い
え
、
一
般
ル
ー
ト
で
は
最
難
度
で
あ

ろ
う
。
さ
す
が
に
観
光
気
分
の
登
山
者

は
お
ら
ず
、
多
く
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

で
真
剣
に
剱
岳
に
挑
ん
で
い
る
。
若
い

登
山
者
が
目
立
つ
。
い
ず
れ
の
山
小
屋

も
完
全
予
約
制
で
、
ガ
イ
ド
登
山
も
多

い
。
剱
沢
キ
ャ
ン
プ
場
は
カ
ラ
フ
ル
な

テ
ン
ト
で
い
っ
ぱ
い
だ
が
、
最
近
の
流

行
で
１
人
テ
ン
ト
が
多
い
た
め
、
人
数

が
特
別
に
増
え
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
あ
る
30
代
の
キ
ャ
ン
パ
ー
に

「
な
ぜ
１
人
テ
ン
ト
を
持
参
す
る
の
か
」

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
山
小
屋
に
は
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
が
な
い
」
と
の
返
事
だ
っ

た
。
体
力
さ
え
あ
れ
ば
混
ん
だ
山
小
屋

を
避
け
、
１
人
テ
ン
ト
で
贅
沢
な
時
間

を
過
ご
す
の
は
、
山
の
楽
し
み
方
と
し

て
自
然
な
こ
と
だ
。
ス
ペ
ー
ス
ば
か
り

を
と
っ
て
け
し
か
ら
ん
と
言
う
人
も
い

る
が
、
山
小
屋
事
情
や
若
者
気
質
を
考

え
れ
ば
気
持
ち
は
わ
か
る
。

９
月
26
日（
土
）、
霧
雨
の
室
堂
よ
り

入
山
。
扇
沢
始
発
ト
ロ
リ
ー
で
出
発
し

た
も
の
の
大
勢
の
観
光
客
で
あ
ふ
れ
て

い
た
。
思
い
返
せ
ば
、
雷
電
と
い
う
駅

で
降
り
て
静
か
な
シ
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
の

咲
く
道
を
一
ノ
越
へ
歩
い
た
記
憶
が
あ

る
。
今
は
登
山
道
が
廃
道
に
な
っ
て
駅

も
な
い
。
昨
年
９
月
27
日
の
御
嶽
山
噴

火
災
害
も
こ
の
紅
葉
時
期
で
記
憶
に
新

し
い
。
硫
黄
臭
の
す
る
道
を
ち
ょ
っ
と

緊
張
し
な
が
ら
下
っ
て
雷
鳥
沢
は
す
で

に
紅
葉
が
始
ま
っ
て
い
る
。
剱
沢
で
富

山
県
警
山
岳
警
備
隊
の
柳
澤
義
光
副
隊

長
に
あ
い
さ
つ
。
上
智
大
山
岳
部
Ｏ
Ｂ

が
こ
こ
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
５
連
休

は
事
故
も
多
発
。
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
導

入
の
３
代
目「
つ
る
ぎ
」は
、
中
型
機
に

替
わ
り
、
搭
乗
定
員
は
倍
の
16
人
。
最

高
速
度
は
時
速
２
６
０
km
か
ら
３
１
０

km
に
ア
ッ
プ
。
富
山
空
港
か
ら
剱
沢
ま

で
約
10
分
で
到
着
す
る
。
連
休
中
、
黒

薙
川
北
又
谷
で
大
学
生
の
事
故
を
発
見

し
ヘ
リ
搬
出
し
た
。
学
生
時
代
し
ょ
っ

ぱ
い
経
験
を
し
た
沢
で
気
に
な
っ
た
。

前
進
基
地
は
、
世
話
に
な
っ
た
大
学

生
も
多
い
と
思
う
が
、
こ
の
設
備
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
は
誠
に
あ
り

が
た
い
。
若
手
ク
ラ
イ
マ
ー
の
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
１
５
０
Ｍ
Hz
帯
ア
ナ
ロ
グ

簡
易
無
線
機
を
お
借
り
し
た
。
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
と
違
っ
て
従
事
者
免
許
不
要

で
、
尾
根
に
さ
え
ぎ
ら
れ
た
反
対
側
ま

で
も
交
信
が
可
能
で
あ
っ
た
。
剱
御
前

小
舎
の
携
帯
基
地
局
が
稼
働
し
て
お
り
、

大
手
３
社
の
携
帯
電
話
は
剱
沢
ほ
か
本

峰
、
八
ツ
峰
稜
線
上
な
ら
使
用
で
き
る
。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
は
過
去
の
も
の
と
な

り
つ
つ
あ
る
が
、
冬
は
い
ま
だ
ア
マ
チ

ュ
ア
無
線
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
山
域

も
多
い
。

参
加
メ
ン
バ
ー
：【
前
進
基
地
本
部
】

星
野
真
則
専
門
職（
富
山
大
Ｏ
Ｂ
）、
古

野
淳（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
委
員
長
）、
日
向
敏

伸
・
檜
座
遥（
千
葉
工
大
１
年
）、【
登
山

ガ
イ
ド
】松
原
尚
之（
法
大
Ｏ
Ｂ
）、棚
橋

靖（
学
習
院
大
Ｏ
Ｂ
）、【
青
年
部
】野
沢

誠
司（
早
大
Ｏ
Ｂ
）、
植
木
貞
一
郎
、
中

谷
康
司
、
伊
藤
美
沙
、
江
下
美
希
、
菊

地
信
宏
、長
谷
川
恵
理（
学
生
部
ム
ス
タ

紅
葉
の
剱
岳
に
て　

全
国
安
全
登
山
普
及
講
習
会
報
告

第
３
回
と
な
る
今
回
も
国
立
登
山
研
修
所
剱
沢
夏
山
前
進
基
地
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
日
本
の
山
岳
地
帯
を
最
も
深
く
分
け
入
っ
た
山
で
の
厳
し

さ
、
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
く
れ
た
こ
と
と
思
う
。
私
た
ち
に
と
っ
て
剱
岳
は

理
屈
抜
き
に
特
別
な
存
在
で
あ
る
。
こ
の
地
で
全
国
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
実
に
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

古
野
淳

剱岳山頂

前進基地内にて
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ン
登
山
隊
員
）、
五
十
幡
広
樹
、
湧
島
満
、

竹
内
麻
未
、
佐
々
木
健
、
東
秀
訓（
前
登

山
研
修
所
専
門
職
）、
田
沼
久
美
子【
東

海
支
部
青
年
部
】
高
橋
玲
司
、
藤
㟢
正

智
、
井
上
優
美
、
鎌
倉
源
助
、
田
中
裕

理
、
丹
羽
邦
仁
、
田
島
章
、
今
井
雄
一

郎
、
坂
部
信
一
郎（
南
山
大
）、
清
水
俊

貴
（
愛
知
学
院
大
）、【
東
海
支
部
学
生

連
盟
（
南
米
遠
征
メ
ン
バ
ー
）】
小
沢
佑

介（
名
古
屋
工
大
）、
杉
本
晴（
南
山
大
）、

伊
藤
さ
や
か（
三
重
大
）、【
多
摩
支
部
】

前
川
晋
也
、【
石
川
支
部
】前
川
陽
、【
関

西
支
部
】竹
中
雅
幸（
来
春
ネ
パ
ー
ル
遠

征
予
定
）、【
四
国
支
部
】尾
野
益
大（
支

部
長
）、
越
智
晶
子
、
平
野
晋
一
、
明
上

邦
彦
、【
広
島
支
部
】田
邊
皇
紀
、
安
松

崇

前
進
基
地
に
は
、
星
野
専
門
職
、
千

葉
工
大
学
生
サ
ポ
ー
ト
２
名
と
、
古
野

も
源
次
郎
尾
根
登
攀
後
か
ら
常
駐
。

東
京
の
ほ
か
、
多
摩
、
東
海
、
石
川
、

関
西
、
広
島
、
四
国
の
各
支
部
が
参
加
。

前
進
基
地
で
支
部
懇
親
の
晩
餐
を
楽
し

ん
だ
。

古
く
か
ら
の
青
年
部
員
で
も
あ
る
、

松
原
・
棚
橋
両
ガ
イ
ド
に
は
ロ
ー
プ
ワ

ー
ク
講
習
と
、
本
峰
南
壁
、Ⅵ
峰
、
八
ツ

峰
上
半
の
分
散
登
攀
の
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
て
い
た
だ
き
、
ル
ー
ト
の
細
か
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

分
散
登
攀
ル
ー
ト
：
北
方
稜
線
、
源

次
郎
尾
根
、
本
峰
南
壁
、
八
ツ
峰
上
半
・

下
半
・
Ⅵ
峰
フ
ェ
ー
ス
、チ
ン
ネ
左
稜
線
。

本
峰
南
壁
で
他
パ
ー
テ
ィ
に
事
故
発

生
。「
ラ
ク
」の
声
が
こ
だ
ま
す
る
。
混

ん
だ
岩
場
は
時
間
を
ず
ら
す
こ
と
も
考

え
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
Ⅵ
峰
は
混

ん
で
い
る
の
で
な
か
な
か
時
間
が
読
め

な
い
。
帰
還
が
日
没
に
間
に
合
わ
な
い

パ
ー
テ
ィ
も
あ
っ
た
。
今
年
の
剱
岳
は

残
雪
が
多
く
、
長
次
郎
谷
も
十
分
使
え

る
。
さ
す
が
に
平
蔵
谷
に
人
影
は
な
か

っ
た
が
、下
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
た
。源

次
郎
尾
根
も
先
行
パ
ー
テ
ィ
か
ら
の
落

石
頻
発
。
Ⅱ
峰
の
懸
垂
ピ
ン
は
、
戦
前

に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
い
ま
だ
健
在
。

こ
れ
ま
で
何
万
人
の
命
を
支
え
た
の
だ

ろ
う
と
想
像
す
る
。

熊
ノ
岩
に
は
10
張
ほ
ど
の
テ
ン
ト
が

確
認
で
き
た
が
、
湧
島
パ
ー
テ
ィ
、
東

海
支
部
、
四
国
支
部
が
幕
営
し
て
い
る
。

山
頂
で
南
壁
と
源
次
郎
尾
根
パ
ー
テ
ィ

が
合
流
、
別
山
尾
根
を
下
降
。
熊
ノ
岩

か
ら
出
発
し
た
八
ツ
峰
下
半
パ
ー
テ
ィ

が
日
没
の
た
め
本
部
よ
り
ビ
バ
ー
ク
を

指
示
。
天
気
も
良
か
っ
た
の
で
緊
張
感

は
な
か
っ
た
が
、
講
習
会
で
の
ビ
バ
ー

ク
は
事
故
扱
い
と
し
て
反
省
会
を
行
な

う
。
野
沢
リ
ー
ダ
ー
率
い
る
北
方
稜
線

は
四
国
・
多
摩
・
石
川
支
部
の
混
成
で
、

１
泊
２
日
で
無
事
帰
還
。
高
橋
リ
ー
ダ

ー
率
い
る
東
海
支
部
パ
ー
テ
ィ
は
チ
ン

ネ
・
Ⅵ
峰
・
八
ツ
峰
上
半
・
源
次
郎
尾

根
を
す
ば
ら
し
い
登
攀
ス
ピ
ー
ド
で
駆

け
抜
け
た
。
皆
良
く
鍛
え
ら
れ
て
い
る
。

東
海
支
部
学
生
連
盟
の
小
澤
リ
ー
ダ

ー
を
中
心
と
す
る
パ
ー
テ
ィ
は
、
混
成

パ
ー
テ
ィ
で
は
あ
る
が
よ
く
ま
と
ま
っ

て
お
り
、
南
米
遠
征
に
向
け
て
の
合
宿

を
兼
ね
て
い
る
。将
来
が
頼
も
し
い
。広

島
支
部
７
人
が
剱
沢
キ
ャ
ン
プ
場
に
て

幕
営
し
、
田
邊
、
安
松
が
前
進
基
地
で

講
習
会
に
参
加
し
た
。
東
・
田
沼
パ
ー

テ
ィ
は
針
ノ
木
峠
か
ら
１
泊
２
日
で
入

山
し
、
丸
山
中
央
山
稜
を
登
攀
。
静
か

な
登
攀
が
楽
し
め
る
、
今
後
の
分
散
登

攀
候
補
と
し
て
検
討
し
た
い
。

天
気
に
恵
ま
れ
、
各
自
満
足
い
く
講

習
が
で
き
た
と
思
う
。
反
省
点
も
い
く

つ
か
あ
っ
た
が
、
全
国
か
ら
Ｊ
Ａ
Ｃ
の

仲
間
が
集
ま
っ
て
親
交
を
深
め
る
機
会

は
そ
う
多
く
な
い
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ

有
効
に
支
部
交
流
の
場
と
し
て
、
来
年

も
行
な
い
た
い
と
思
う
。

下
山
は
、
さ
ら
に
紅
葉
が
進
ん
で
い

た
。
秋
が
進
ん
で
や
が
て
人
を
寄
せ
つ

け
な
い
山
と
な
る
が
、
若
い
ク
ラ
イ
マ

ー
た
ち
は
厳
し
い
冬
の
剱
岳
で
も
経
験

を
積
み
、
海
外
の
山
々
を
舞
台
に
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

前進基地に掲示された行動表

前進基地をバックに
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９
月
８
日
12
時
54
分
（
現
地
時
間
）、

我
々
同
志
社
大
学
極
西
ネ
パ
ー
ル
遠
征

隊
は
、
未
踏
峰 A

ichyn
峰（
６
０
５
５

ｍ
）へ
の
初
登
頂
に
成
功
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

同
志
社
大
学
山
岳
部
は
、
歴
史
的
に

ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
の
遠
征
を
行
な
っ
て
き
て

い
る
。
古
く
は A

pi 

、Saipal

の
初
登

か
ら
、
最
近
で
は K

ubikangli

峰
、

C
hangla

峰
の
初
登
ま
で
、
特
に
西
ネ

パ
ー
ル
へ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
を
先
駆
的

に
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
歴
史
、
精
神

は
現
役
世
代
に
引
き
継
が
れ
、
普
段
か

ら
活
動
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遠

征
の
発
端
と
な
っ
た
の
も
、
や
は
り
先

輩
方
の
築
い
て
き
た
大
き
な
歴
史
と
、

そ
の
精
神
に
触
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

今
回
登
頂
し
た
山
、A

ichyn 

峰（
６

０
５
５
ｍ
）は
西
ネ
パ
ー
ルF

um
la

郡
、

C
haw

athan

山
域
に
あ
る
未
踏
峰
だ
。

同
志
社
大
学
山
岳
部
の
過
去
の
遠
征
は

共
通
し
て
、
ど
れ
も
が「
初
め
て
」な
も

の
で
あ
り
、
今
回
も
目
標
と
す
る
山
を

選
ぶ
上
で
、
未
踏
峰
に
こ
だ
わ
っ
た
の

だ
。
こ
れ
は
、
私
が
感
銘
を
受
け
た
の

が「
パ
イ
オ
ニ
ア
精
神
」で
あ
っ
た
た
め

だ
。
先
輩
方
の
成
し
遂
げ
て
き
た
大
き

な
夢
を
自
分
も
成
し
遂
げ
た
い
。
こ
の

気
持
ち
が
強
く
あ
っ
た
お
陰
で
遠
征
を

始
め
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
ま
で
頑
張

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
う
。

そ
し
て
、
私
は
遠
征
メ
ン
バ
ー
を
募

り
、
遠
征
計
画
を
進
め
た
。
未
踏
峰
と

い
う
、
情
報
が
な
い
山
を
相
手
に
す
る

こ
と
に
加
え
、
遠
征
メ
ン
バ
ー
全
員
が

遠
征
未
経
験
者
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
多

く
の
問
題
に
直
面
し
た
が
、
先
輩
や
コ

ー
チ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、ご
指
導
の
下
、少

し
ず
つ
進
む
こ
と
が
で
き
た
。
本
当
に

自
分
が
良
い
環
境
に
い
る
の
だ
と
実
感

で
き
た
。

練
習
は
、
未
知
の
領
域
を
進
む
力
が

必
要
だ
と
思
い
、
今
よ
り
も
確
実
に
レ

ベ
ル
を
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
今
ま

で
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
ル
ー
ト
化
さ
れ
た

山
を
登
っ
て
い
て
は
話
に
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
ま
ず
は
技
術
力
を
上
げ
る
べ
く

冬
季
登
攀
、
ア
イ
ス
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

を
八
ヶ
岳
で
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
力
を

試
す
意
味
で
小
窓
尾
根
な
ど
へ
行
き
、

計
画
を
完
遂
し
て
き
た
。
ま
た
、
文
部

科
学
省
登
山
研
修
所
の
研
修
に
参
加
し

た
こ
と
も
、
成
果
を
上
げ
ら
れ
た
こ
と

に
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。

練
習
で
次
に
懸
念
さ
れ
た
の
が
高
所

登
山
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
高
所
へ
行

け
ば
、
酸
素
濃
度
と
気
圧
が
低
下
す
る
。

そ
の
影
響
が
ど
の
程
度
の
も
の
か
は
初

め
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
が
、
富
士
山

で
高
所
訓
練
を
す
る
中
で
想
像
以
上
で

あ
る
気
が
し
て
き
た
。
何
度
も
タ
ク
テ

ィ
ク
ス
を
組
み
直
し
続
け
、
よ
り
良
い

も
の
と
し
た
。

大
方
の
こ
と
は
や
っ
た
。
こ
れ
で
出

発
で
き
そ
う
だ
。
そ
う
思
っ
た
の
は
出

発
の
何
日
前
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
無
事

出
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
遠
征
は
出

発
す
れ
ば
半
分
成
功
だ
と
言
う
が
、
本

当
に
そ
の
と
お
り
だ
と
感
じ
た
。

今
回
の
遠
征
は
、
西
ネ
パ
ー
ル
に
詳

し
い
コ
ス
モ
ト
レ
ッ
ク
・
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
に
依
頼
し
て
い
た
た
め
、
現
地
で
の

許
可
申
請
関
係
は
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
今
回
同
行
し
て
く
れ

た
コ
ッ
ク（B

inesh R
ai

氏
）は
と
て
も

日
本
語
が
堪
能
な
の
で
、
遠
征
中
、
特

に
大
き
な
問
題
も
起
こ
る
こ
と
な
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

８
月
17
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。�

S
im

ikot

か
ら
９
日
間
歩
き
Ｂ
Ｃ
へ
。�

海
外
助
成
金
登
山
レ
ポ
ー
ト
①

同
志
社
大
学
極
西
ネ
パ
ー
ル
遠
征
報
告

同
志
社
大
学
山
岳
部　

仙
田
裕
樹

図：キャラバン・ルートの概念図

simikotでの準備風景

ＡＣからのAichyn峰全景
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時
、ホ
ッ
と
い
う
安
心
感
と
と
も
に
、疲

れ
が
一
気
に
出
て
き
た
。

８
日
、
２
次
隊
ア
タ
ッ
ク
。
私
と
玉

置
隊
員
は
、
２
次
ア
タ
ッ
ク
を
か
け
た
。

１
次
隊
の
ル
ー
ト
を
再
度
通
る
こ
と
は

あ
ま
り
面
白
く
な
か
っ
た
た
め
、
少
し

ル
ー
ト
を
変
え
た
。し
か
し
、西
稜
以
外

に
登
攀
可
能
な
選
択
肢
は
な
い
た
め
、

西
稜
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
え
て
み
た
。

９
月
８
日
12
時
54
分（
現
地
時
間
）、
２

次
隊
も
無
事
に
登
頂
す
る
こ
と
が
で
き

た
。９

日
、
Ｂ
Ｃ
帰
還
。
こ
れ
で
全
員
が

登
頂
し
た
こ
と
に
な
り
、
全
員
が
本
当

の
意
味
で
ホ
ッ
と
し
た
と
思
う
。
後
は

来
た
道
を
帰
る
だ
け
だ
。

S
im

ikot

に
到
着
し
た
の
が
９
月
中

旬
で
、
す
っ
か
り
気
候
も
街
の
様
子
も

変
わ
っ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
到
着
し
た

日
に
祭
が
行
な
わ
れ
て
い
て
、
街
は
賑

わ
っ
て
い
た
。

18
日
、カ
ト
マ
ン
ズ
到
着
、１
ヶ
月
半

の
遠
征
は
終
了
。
当
初
は
２
ヶ
月
弱
を

予
定
し
て
い
た
か
ら
、
期
間
は
短
く
な

っ
た
が
、
そ
れ
で
も
長
い
旅
で
あ
っ
た
。

西
ネ
パ
ー
ル
は
ネ
パ
ー
ル
の
中
で
も

か
な
り
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
地
域
で
あ
る
。

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
隊
も
登
山
隊
も
西
ネ
パ

ー
ル
へ
入
る
こ
と
は
珍
し
い
。私
は
、今

回
の
遠
征
の
地
を
西
ネ
パ
ー
ル
に
選
ぶ

こ
と
が
で
き
て
、
本
当
に
幸
い
だ
っ
た

と
思
っ
た
。
そ
し
て
、
遠
征
を
終
え
て

西
ネ
パ
ー
ル
に
は
未
だ
人
の
踏
み
入
っ

て
い
な
い
山
々
、
領
域
が
ま
だ
ま
だ
存

在
し
て
お
り
、
魅
力
あ
る
土
地
だ
と
実

感
し
た
。
こ
の
遠
征
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
、
先
輩
の
残
し
た
「
パ
イ
オ
ニ
ア

精
神
」に
触
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。今
度

は
後
輩
た
ち
へ
、
こ
の
西
ネ
パ
ー
ル
遠

征
を
通
じ
て
そ
れ
を
伝
え
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
今
回
の
遠
征
を
支
え
て
く

だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

C
huw

aK
hola

沿
い
に
延
々
と
進
む
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、
大
き
な
荷
物
を
移

動
さ
せ
る
た
め
カ
チ
ャ
ル（
馬
）を
多
頭

数
雇
用
し
、
幕
営
適
地
を
進
め
た
。
幕

営
地
で
は
、
近
く
の
岩
で
ボ
ル
ダ
ー
を

し
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
、
の
ん
び
り

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。

25
日
、
Ｂ
Ｃ（
４
６
０
０
ｍ
）に
到
着
。

広
々
と
し
た
土
地
で
Ｂ
Ｃ
に
は
も
っ
て

こ
い
で
あ
っ
た
。

29
日
、
Ｃ
１（
５
２
０
０
ｍ
）設
営
へ

と
向
か
う
。
距
離
で
５
km
、
標
高
差
で

６
０
０
ｍ
だ
。緩
や
か
な
斜
度
だ
が
、無

理
は
い
け
な
い
の
で
皆
ゆ
っ
く
り
と
進

ん
だ
。

31
日
、
Ａ
Ｃ（
４
６
０
０
ｍ
）設
営
へ

と
向
か
う
。
こ
の
時
、
玉
置
隊
員
が
体

調
不
良
を
訴
え
た
た
め
、
Ｂ
Ｃ
ま
で
下

ろ
し
、
彼
の
ア
タ
ッ
ク
を
遅
ら
せ
る
こ

と
に
し
た
。
改
め
て
高
度
の
影
響
が
大

き
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

９
月
３
日
、
１
次
隊
ア
タ
ッ
ク
。
Ａ

Ｃ
か
ら
は A

ichyn

峰
が
目
の
前
に
大

き
く
見
え
る
。そ
し
て A

ichyn

峰
と
Ａ

Ｃ
の
間
に
は
湖
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、

ま
さ
に
未
開
の
桃
源
郷
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
環
境
だ
っ
た
。
我
々
は
Ａ
Ｃ
に
て
、

ど
の
ル
ー
ト
か
ら
登
る
の
が
得
策
か
協

議
し
、
西
稜
か
ら
登
る
結
論
を
出
し
た
。

そ
し
て
９
月
３
日
13
時
12
分
（
現
地
時

間
）、
１
次
隊
は
西
稜
か
ら
長
い
ア
イ

ス
の
斜
面
を
登
り
切
り
、
ア
タ
ッ
ク
に

成
功
。
途
中
、
斜
度
50
度
は
あ
る
凍
っ

た
斜
面
が
現
れ
た
が
、ダ
ブ
ル
ア
ッ
ク
ス

を
使
い
難
な
く
登
る
こ
と
が
で
き
た
。

頂
上
は
人
一
人
が
ぎ
り
ぎ
り
立
て
る
程

の
狭
さ
で
、
尖
鋭
な
山
容
を
し
て
い
た
。

頂
上
か
ら
の
景
観
は
、
西
ネ
パ
ー
ル
の

有
名
な
山
々
が
勢
揃
い
。
文
献
で
し
か

見
た
こ
と
の
な
い
納
木
那
尼
峰
、

S
aipal

峰
、カ
イ
ラ
ス
山
な
ど
も
遠
望
で

き
た
。
私
は
こ
の
瞬
間
、
遂
に
辿
り
着

く
こ
と
が
で
き
た
感
動
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
の
を
覚
え
た
。

４
日
、
Ｂ
Ｃ
帰
還
。
無
事
に
登
頂
を

終
え
た
隊
員
を
ネ
パ
ー
ル
の
ス
タ
ッ
フ

た
ち
は
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。
こ
の

ピークを目指す隊員。西稜の約5900ｍ付近

ＢＣにて登頂を祝う
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８
月
５
日
に
日
本
を
出
国
。
メ
ン
バ

ー
の
多
く
が
初
の
海
外
経
験
で
あ
っ
た

た
め
、
イ
ン
ド
の
空
気
に
圧
倒
さ
れ
る
。

ま
だ
異
国
の
地
に
慣
れ
て
い
な
い
ま
ま
、

２
日
後
に
国
内
線
で
レ
ー
に
到
着
す
る
。

登
山
準
備
を
し
、
気
が
つ
い
た
ら
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
壮
大
な
山
に
囲
ま
れ
て
い
た
。

10
日
間
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
す
る
。

４
０
０
０
ｍ
級
の
峠
を
い
く
つ
も
越
え
、

キ
ャ
ラ
バ
ン
最
終
日
、
つ
い
に
目
指
す

Ｔ
20（
６
１
５
７
ｍ
）を
望
む
こ
と
が
で

き
た
。
パ
ダ
ム
か
ら
圧
倒
的
な
存
在
感

を
放
っ
て
い
る
双
耳
峰
で
あ
る
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
よ
る
予
定
し
て
い
た

高
度
順
応
は
順
調
に
ク
リ
ア
し
、
全
員

の
体
調
は
良
好
で
あ
る
。
８
月
20
日
に

予
定
ど
お
りG

om
pe

谷
４
５
０
０
ｍ

地
点
に
Ｂ
Ｃ
を
設
置
。
翌
21
日
は
、
Ｔ

19（
６
１
６
２
ｍ
）＆
Ｔ
20
間
か
ら
延
び

る
沢
の
出
合
の
Ｃ
１（
５
０
０
０
ｍ
）へ

荷
揚
げ
往
復
を
行
な
い
、
22
日
に
本
格

的
な
登
山
活
動
を
開
始
す
る
。

22
日
は
Ｃ
１
か
ら
Ｔ
19
＆
Ｔ
20
へ
の

偵
察
を
行
な
う
。
よ
う
や
く
望
む
こ
と

の
で
き
た
Ｔ
20
の
南
側
は
、
予
想
と
は

違
っ
た
地
形
で
あ
り
、
岩
の
細
い
リ
ッ

ジ
上
に
ピ
ナ
ク
ル
が
複
雑
に
乱
立
し
て

い
る
。
Ｔ
19
は
出
合
か
ら
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
未
だ
ま
と
も
に
地

形
を
偵
察
で
き
ず
、
不
安
が
つ
の
る
。

翌
23
日
、
Ｃ
１
か
ら
Ｔ
19
＆
Ｔ
20
へ

の
ル
ー
ト
工
作
に
向
か
う
。
Ｔ
19
＆
Ｔ

20
の
間
に
存
在
す
る
氷
河
（
５
３
０
０

ｍ
）に
よ
う
や
く
到
達
す
る
が
、そ
こ
か

ら
見
え
る
Ｔ
20
は
前
日
の
偵
察
ど
お
り

困
難
を
極
め
る
も
の
だ
っ
た
。ま
た
、予

定
し
て
い
た
Ｔ
19
＆
Ｔ
20
の
コ
ル
ま
で

の
氷
河
は
、
手
前
に
大
き
く
せ
り
出
し

て
お
り
崩
落
の
危
険
性
が
あ
る
た
め
、

ほ
か
の
ル
ー
ト
を
探
す
こ
と
に
す
る
。

Ｔ
19
か
ら
東
に
延
び
る
尾
根
に
ル
ー

ト
を
見
出
し
、
尾
根
ま
で
の
雪
壁
に
取

り
付
く
。
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
伸
ば
せ
る
所

ま
で
伸
ば
す
予
定
で
あ
っ
た
が
、
雪
壁

の
中
盤
か
ら
ア
イ
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
と

な
り
、
ア
イ
ゼ
ン
も
ピ
ッ
ケ
ル
も
し
っ

か
り
と
刺
さ
ら
な
い
。
時
間
が
来
て
し

ま
っ
た
た
め
、こ
の
ル
ー
ト
を
中
断
。登

攀
具
を
デ
ポ
し
、
Ｃ
１
に
下
降
す
る
。

24
日
、
当
初
予
定
し
て
い
な
か
っ
た

Ｃ
２（
５
３
０
０
ｍ
）を
氷
河
上
に
設
営

し
、
そ
こ
か
ら
ル
ー
ト
を
探
す
こ
と
に

す
る
。前
日
の
雪
壁
は
、中
盤
か
ら
尾
根

に
出
る
ま
で
厳
し
い
氷
の
壁
で
あ
り
、

ほ
か
の
ル
ー
ト
を
探
す
こ
と
に
す
る
。

Ｃ
２
設
営
後
、
宝
迫
、
飯
田
コ
ー
チ
の

２
名
で
コ
ル
ま
で
の
氷
河
の
偵
察
を
行

な
う
。
向
か
っ
て
右
側
の
小
さ
な
ガ
レ

た
沢
の
中
盤
ま
で
偵
察
を
行
な
う
。
落

石
の
危
険
も
少
な
く
、
コ
ル
に
上
が
れ

そ
う
だ
。
明
日
は
こ
の
ル
ー
ト
か
ら
予

定
し
て
い
た
コ
ル
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
設
営
す

る
こ
と
を
決
め
、
Ｃ
２
に
戻
っ
た
。

25
日
、
コ
ル
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
設
営
す
る

た
め
、
前
日
偵
察
し
た
沢
を
つ
め
て
い

く
。
沢
の
中
盤
か
ら
コ
ル
に
出
る
た
め

岩
稜
に
取
り
付
く
。
１
Ｐ
目
、
２
Ｐ
目

は
岩
稜
帯
、
傾
斜
も
緩
く
難
易
度
は
高

く
な
い
。
３
Ｐ
目
は
核
心
部
。
岩
と
氷

の
ミ
ッ
ク
ス
、
硬
い
氷
に
ア
イ
ゼ
ン
が

刺
さ
ら
な
い
。
少
し
テ
ク
ニ
カ
ル
な
部

分
が
あ
っ
た
。
４
Ｐ
目
は
コ
ル
ま
で
広

が
る
雪
田
。
し
か
し
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

は
同
じ
く
硬
い
氷
で
あ
っ
た
。
４
Ｐ
目

を
終
え
、
よ
う
や
く
Ａ
Ｂ
Ｃ
設
営
予
定

地
（
５
８
０
０
ｍ
）
の
コ
ル
に
出
る
が
、

そ
こ
は
細
い
リ
ッ
ジ
で
、
テ
ン
ト
が
張

れ
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
か
っ
た
。
コ

ル
か
ら
見
た
Ｔ
20
の
稜
線
は
、
相
変
わ

ら
ず
厳
し
い
。
Ｔ
19
も
目
前
に
迫
っ
て

い
る
が
、
我
々
の
現
在
の
力
量
で
は
困

難
に
思
わ
れ
た
。
複
雑
な
思
い
に
駆
ら

れ
な
が
ら
、
本
日
中
に
Ｃ
２
へ
の
下
山

を
決
定
。
下
降
は
核
心
部
の
懸
垂
下
降

２
Ｐ
と
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
を
た
ど
り
、

疲
労
困
憊
の
な
か
Ｃ
２
に
到
着
す
る
。

翌
日
Ｂ
Ｃ
に
下
山
し
、
登
攀
を
終
え
た
。

今
回
の
未
踏
峰
遠
征
は
、
敗
退
に
終

わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
純
粋
な
山
の
困
難

性
も
あ
る
が
、
我
々
の
力
不
足
を
大
き

く
痛
感
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。技
術
、ま

た
自
身
の
体
力
面
、
精
神
面
も
見
つ
め

直
す
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
三
次
的

な
要
因
で
は
な
く
、
山
と
自
分
、
そ
の

間
で
負
け
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
気
持
ち
を
新

た
に
、
今
回
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
地
で
学
習
し

た
こ
と
を
次
に
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
、
今
後
も
学
生
隊
が
ザ
ン

ス
カ
ー
ル
の
地
で
未
踏
峰
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

海
外
助
成
金
登
山
レ
ポ
ー
ト
②

日
本
大
学
山
岳
部

ザ
ン
ス
カ
ー
ル
遠
征
２
０
１
５
登
山
報
告

隊
長　

宝
迫
哲
史

コルから見たT20までの稜線（南側）
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平
成
27
年
度
支
部
合
同
会
議
が
９
月

26
～
27
日
、
東
京
・
四
谷
駅
前
の
主
婦

会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
か
れ
、
全
国
32

支
部
か
ら
支
部
長
・
事
務
局
長
が
参
加

し
た
。
６
月
の
総
会
・
理
事
会
で
選
出

さ
れ
た
小
林
政
志
会
長
に
と
っ
て
初
め

て
の
全
体
会
議
だ
っ
た
。
ど
の
よ
う
な

運
営
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、
注

目
さ
れ
た
が
、
財
政
再
建
の
た
め
聖
域

な
き
経
費
削
減
と
い
う
厳
し
い
内
容
だ

っ
た
。
全
国
の
支
部
を
９
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
活
性
化
を
図
る
。

冒
頭
、小
林
会
長
は「
日
本
山
岳
会
の

業
務
執
行
体
制
を
改
め〝
特
命
委
員
会
〟

と
し
て
再
生
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
」

な
ど
と
挨
拶
。
続
け
て
佐
藤
守
総
務
担

当
常
務
理
事
、
吉
川
正
幸
副
会
長
ら
か

ら
詳
細
な
会
務
報
告
が
あ
っ
た
。

報
告
に
よ
る
と
、
14
年
前
に
比
べ
会

員
数
が
１
０
０
０
人
減
り
、
永
年
会
員

な
ど
会
費
免
除
会
員
が
４
０
０
人
を
超

え
た
こ
と
も
あ
り
、
会
費
収
入
が
１
５

０
０
万
円
以
上
も
減
少
、
財
政
は
危
機

的
な
領
域
に
入
っ
て
い
る
。
会
に
元
気

の
な
い
こ
と
が
新
入
会
員
を
呼
び
込
む

魅
力
を
損
ね
、
そ
の
た
め
に
新
入
会
員

よ
り
も
高
齢
に
よ
る
退
会
者
・
物
故
者

が
多
く
、
さ
ら
に
会
費
収
入
が
減
少
す

る
と
い
う
デ
ス
・
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て

い
る
。

全
国
の
支
部
会
員
は
27
年
５
月
末
で

３
３
２
９
人
、
全
体
の
３
分
の
２
に
あ

た
る
。
１
年
間
で
25
人
の
純
増
だ
っ
た
。

東
京
多
摩
、
広
島
、
東
海
、
四
国
な
ど

15
支
部
で
増
加
。
と
く
に
四
国
、
茨
城
、

群
馬
な
ど
の
増
加
率
が
著
し
い
。
敢
闘

賞
も
の
だ
。
し
か
し
、
13
支
部
で
減
少
、

４
支
部
で
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

減
少
が
目
立
つ
の
は
、
青
森
、
岩
手
な

ど
の
東
北
の
ほ
か
、
福
井
、
越
後
、
京

都
・
滋
賀
、
関
西
な
ど
。
永
年
会
員
の

割
合
は
関
西
、
越
後
、
信
濃
、
福
島
な

ど
で
10
％
を
超
え
て
い
る
。

■
黒
字
化
へ
の
素
案

26
年
度
決
算
は
、
経
常
収
支
が
６
０

０
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。「
聖
域
な

き
経
費
削
減
」
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
と
し
、
29
年
度
ま
で
に
黒
字
化
を
目

指
す
。
毎
年
３
０
０
名
の
入
会
者
を
確

保
す
る
こ
と
が
前
提
。
退
会
者
等
で
純

増
30
名
。
増
収
策
と
し
て
グ
ッ
ズ
販
売
、

登
山
教
室
の
有
料
化
な
ど
を
検
討
。
経

費
削
減
は
支
部
運
営
交
付
金
を
会
員
１

人
当
た
り
２
５
０
０
円
か
ら
２
０
０
０

円
に
削
減
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
会
員
増
の
た
め
に
、
広
島
、

東
海
な
ど
多
く
の
支
部
で
実
施
し
て
い

る
支
部
独
自
の
会
友
・
支
部
会
員
制
度

を
日
本
山
岳
会
の
準
会
員（
仮
称
）制
度

と
し
て
広
げ
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

支
部
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
ブ
ロ

ッ
ク
制
が
提
案
さ
れ
た
。
28
年
４
月
に

設
立
が
予
定
さ
れ
て
い
る
神
奈
川
を
含

め
33
支
部
を
９
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て

も
ら
っ
て
講
演
会
や
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、

「
山
の
日
」関
連
事
業
を
実
施
す
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
ひ
と
つ
の
支
部
で
は
実
施

で
き
な
い
事
業
を
進
め
、
ま
た
、
会
員

増
に
効
果
あ
る
元
気
な
支
部
の
事
業
を

ブ
ロ
ッ
ク
内
に
広
げ
て
い
く
。支
部
事
業

委
員
会
や
家
族
登
山
普
及
委
員
会
、

「
山
の
日
」事
業
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ブ
ロ
ッ
ク
を
支
援
す
る
。全
体
と
し
て

支
部
を
活
性
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣

旨
。
９
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
次
の
と
お
り
。

①
北
海
道
②
東
北（
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、

秋
田
、
山
形
、
福
島
）③
北
関
東（
茨
城
、

栃
木
、
群
馬
、
千
葉
）④
南
関
東（
埼
玉
、

東
京
多
摩
、神
奈
川
）⑤
中
部（
越
後
、信

濃
、
山
梨
、
静
岡
）⑥
東
海
・
北
陸（
富

山
、
石
川
、
福
井
、
東
海
、
岐
阜
）⑦
近

畿（
関
西
、
京
都･

滋
賀
）⑧
中
国
・
四
国

（
山
陰
、
広
島
、
四
国
）⑨
九
州（
福
岡
、

北
九
州
、
熊
本
、
東
九
州
、
宮
崎
） 

具
体
的
な
施
策
は
、
再
生
委
員
会
で

討
議
を
経
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
流
れ
だ
。
森
武
昭
前
会
長
を
委
員
長
、

小
林
会
長
を
担
当
理
事
と
す
る
。
正
会

員
を
増
強
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
実

現
可
能
な
施
策
の
中
か
ら
優
先
順
位
を

つ
け
て
実
行
し
て
い
く
。

■
各
支
部
の
活
動
を
披
露

会
議
２
日
目
は
、
各
支
部
か
ら
会
務

報
告
や
グ
ル
ー
プ
化
に
対
す
る
意
見
、

ま
た「
山
の
日
」活
動
な
ど
を
披
露
し
て

も
ら
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
化
に
対
し
て
は
、

「
九
州
は
ひ
と
つ
だ
」、「
い
ま
ま
で
も

一
緒
に
活
動
し
て
き
た
」
と
い
う
声
の

あ
る
半
面
、「
屋
上
屋
を
架
す
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
注
文
も
あ
っ
た
。「
山
の
日
」は
、
事

前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
28
年
度
に
13
支
部

が
す
で
に
実
施
計
画
を
立
て
、
15
支
部

が
検
討
中
で
、
府
県
・
市
町
村
、
他
山

岳
団
体
な
ど
と
共
催
で
記
念
講
演
会
、

家
族
登
山
、
県
民
集
会
な
ど
多
彩
な
行

事
が
紹
介
さ
れ
た
。�

（
髙
橋
重
之
）

B
ranch Jointm

eeting

平
成
27
年
度
支
部
合
同
会
議
開
く

聖
域
な
き
経
費
削
減
が
課
題

全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
活
性
化
図
る
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日
本
に
住
ん
で
い
る
と
当
然
の
こ
と

な
の
に
、
海
外
に
行
く
と
そ
う
で
は
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
一
つ

が
水
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
自
宅
で
蛇

口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
飲
み
水
が
欲
し
い

だ
け
出
て
く
る
。
ご
飯
の
後
の
食
器
洗

い
も
、
洗
濯
も
、
シ
ャ
ワ
ー
も
、
水
に

不
自
由
す
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

し
か
し
、
海
外
の
た
く
さ
ん
の
山
で

は
、
日
本
の
よ
う
な
状
況
に
は
置
か
れ

て
い
な
い
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
カ
ラ
コ
ル
ム
、

パ
ミ
ー
ル
の
集
落
で
は
そ
も
そ
も
家
に

蛇
口
が
存
在
し
て
い
な
い
し
、
通
常
は
、

バ
ケ
ツ
や
タ
ン
ク
を
持
っ
て
共
同
の
井

戸
や
近
く
の
川
ま
で
水
を
汲
み
に
行
く

こ
と
が
、
女
性
や
子
ど
も
た
ち
の
仕
事

に
な
っ
て
い
る（
写
真
）。

こ
う
し
た
地
域
で
は
、
当
然
、
節
水

が
重
要
に
な
る
。
で
な
け
れ
ば
毎
日
の

水
汲
み
の
回
数
が
増
え
て
、
家
族
の
負

担
が
増
し
て
し
ま
う
。
先
日
、
パ
ミ
ー

ル
で
住
民
た
ち
に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、

１
日
に
１
人
当
た
り
が
飲
料
・
食
事
・

食
器
洗
い
そ
の
他
に
使
う
水
の
量
は
ほ

ぼ
バ
ケ
ツ
１
杯
分
だ
っ
た
。
し
か
し
日

本
で
は
、
ト
イ
レ
で
使
う
だ
け
で
も
大

量
の
水
を
必
要
と
し
て
い
る
。
最
新
の

洗
浄
水
量
は
５
ℓ
を
切
っ
て
い
る
と
い

う
が
、
私
た
ち
は
毎
日
何
度
も
ト
イ
レ

に
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
１
日
に

使
う
量
は
相
当
な
も
の
だ
ろ
う
。

で
は
、
日
本
で
は
ど
う
し
て
簡
単
に

水
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
開
発
が
進
ん
だ
国

と
い
う
の
も
一
因
で
は
あ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
忘
れ
て
い
け
な
い
こ
と
は
、
水

が
山
か
ら
川
や
地
下
に
流
れ
て
き
て
、

そ
れ
を
平
野
に
住
む
こ
と
の
多
い
私
た

ち
が
使
っ
て
い
る
こ
と
だ
。山
は「
給
水

「
山
の
日
に
向
け
て
」
山
を
考
え
る
⑤

恵
ま
れ
過
ぎ
て
い
る
日
本

「
水
」の
恵
み
に
感
謝
を

渡
辺
悌
二

自宅で使用する水を汲みに村の井戸にやって来た
パミールの子ども

塔
」な
の
だ
。

給
水
塔
と
し
て
の
山
の
役
割
は
、
２

０
０
２
年
の
国
際
山
岳
年
に
お
い
て
も

世
界
の
あ
ち
こ
ち
で
議
論
さ
れ
た
。
都

市
は
平
野
部
に
多
く
、
そ
こ
で
大
量
の

水
が
消
費
さ
れ
て
い
る
の
に
、
水
の
源

は
開
発
が
遅
れ
た
山
に
あ
る
。
水
の
消

費
者
で
あ
る
私
た
ち
が
、
も
っ
と
山
の

こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

山
が
あ
れ
ば
水
が
豊
か
な
の
か
と
い

う
と
そ
う
で
も
な
い
。
乾
燥
地
域
の
山

で
は
や
は
り
水
は
貴
重
で
、
日
本
の
よ

う
に
自
由
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

日
本
は
モ
ン
ス
ー
ン
の
影
響
を
強
く
受

け
て
、
十
分
な
降
水
量
が
あ
り
、
そ
れ

が
山
の
広
大
な
森
林
を
育
む
。
そ
の
お

か
げ
で
、
平
野
に
十
分
な
水
が
常
時
供

給
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
が
毎
日
何
不

自
由
な
く
使
っ
て
い
る
水
は
、
日
本
の

豊
か
な
山
の
恩
恵
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
い
ま
日
本
人
は
、
コ

ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
わ
ざ
わ

ざ
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
購
入
す
る
。

そ
し
て
、
山
に
行
く
時
に
も
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
水
を
持
っ
て
行
く
。
時
に
は
海

外
の
水
さ
え
購
入
す
る
。私
た
ち
は
、水

に
恵
ま
れ
な
い
世
界
の
人
た
ち
の
こ
と

を
考
え
て
、
も
っ
と
日
本
の
山
に
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
山
の
日
」メ
モ　

６
月
号
の
当
メ
モ
欄
で
、全
国「
山
の

日
」協
議
会
が
、祝
日「
山
の
日
」を
記
念

し
て
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
る
歌
を
作
ろ

う
と
い
う
企
画
を
準
備
中
と
お
伝
え
し

た
。
８
月
11
日
に
歌
詞
の
募
集
要
項
が

発
表
さ
れ
た
の
で
お
知
ら
せ
す
る
。
▼

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
日
本
作
曲
家

協
会
最
高
顧
問
の
船
村
徹
さ
ん
。
８
０

０
字
以
内
で
未
発
表
作
品
。《
山
に
親

し
み
、山
の
恵
み
に
感
謝
す
る
》と
い
う

趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
歌
の

ジ
ャ
ン
ル
は
問
わ
な
い
。
船
村
さ
ん
や

作
詞
家
ら
が
最
優
秀
作（
賞
金
50
万
円
）

と
優
秀
作（
10
万
円
）を
２
編
ず
つ
選
び
、

著
名
な
作
曲
家
が
歌
詞
に
ふ
さ
わ
し
い

曲
を
つ
け
、
来
年
春
以
降
、
楽
曲
と
し

て
完
成
さ
せ
る
予
定
（
歌
詞
は
一
部
改

稿
・
補
作
の
場
合
あ
り
）

▼
締
め
切
り
は
今
年
末
。
郵
送
先
は
こ

の
企
画
に
特
別
協
力
す
る
毎
日
新
聞
社

の「
山
の
日
の
歌
」募
集
係（
〒
１
０
０

　

８
０
５
１
毎
日
企
画
サ
ー
ビ
ス
＝
住

所
不
要
）。
問
い
合
わ
せ
電
話
は
０
３　

３
２
１
２　
２
２
７
３（
曜
日
、
時
間
制

限
あ
り
）、
ネ
ッ
ト
情
報
は

m
ainichi-ks.jp/form

/yam
anouta/

▼
山
々
へ
の
思
い
を
込
め
、
ふ
る
っ
て

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

m
ainichi-ks.jp/form

/yam
anouta/
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ウ
ィ
ン
パ
ー
の
版
画
・
続

大
森
久
雄

本
会
報
昨
年
12
月（
８
３
５
）号
に
エ

ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ィ
ン
パ
ー
が
日
本
を
題

材
に
し
て
作
成
し
た
版
画
の
こ
と
を
寄

稿
し
た
が
、
い
く
つ
か
の
反
響
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
の
後
を
補
足
す
る
。

ウ
ィ
ン
パ
ー
の
版
画
に
日
本
を
描
い

た
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
小
島
烏
水
が

指
摘
し
て
い
る
。『
書
斎
の
岳
人
』（
大

修
館
書
店
刊
『
小
島
烏
水
全
集
』
第
10

巻
）に「
ウ
イ
ム
パ
ー
の
刻
描
せ
る
日
本

風
景
」が
あ
り
、日
本
の
風
物
を
描
い
た

ウ
ィ
ン
パ
ー
の
版
画
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
本
や
彼
の
技
量
を
紹
介
し
て
い
る
。

同
じ
く
烏
水
の『
氷
河
と
万
年
雪
の
山
』

（『
小
島
烏
水
全
集
』
第
９
巻
）
所
収
の

「
山
と
氷
河
の
古
本
を
漁
る
」で
も
ウ
ィ

ン
パ
ー
の
版
画
を
解
説
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
よ
れ
ば
、『
ア
ル
プ
ス
登
攀
記
』

収
録
の
版
画
は
木
口（
こ
ぐ
ち
）木
版
で

「
自
画
自
刻
の
創
作
版
画
と
し
て
立
派

な
も
の
」と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
の
は
、
高
橋
文

太
郎『
山
の
人
達
』（
昭
和
13
年
・
龍
星

閣
刊
）に
あ
る「
ウ
イ
ン
パ
ー
父
子
の
木

版
画
」で
、そ
れ
に
よ
れ
ば
エ
ド
ワ
ー
ド

の
父
親
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
ウ
ッ
ド
・
ウ
ィ

ン
パ
ー
も
ま
た
す
ぐ
れ
た
版
画
家
で
、

『
ア
ル
プ
ス
登
攀
記
』掲
載
の
版
画
に
は

親
子
の
作
品
が
ま
ざ
っ
て
い
る
。
エ
ド

ワ
ー
ド
の
作
品
の
み
は
『
ア
ン
デ
ス
登

攀
記
』な
ど
、エ
ド
ワ
ー
ド
作
と
考
え
ら

れ
る
も
の
と
し
て
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド

『
日
本
奥
地
紀
行
』ほ
か
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
制
作
技
法
の
違
い
や
署
名

（
サ
イ
ン
）の
相
違
も
説
明
さ
れ
て
い
て

興
味
深
い
。

こ
ま
か
な
紹
介
は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係

で
不
可
能
だ
か
ら
、
興
味
の
あ
る
方
は

こ
れ
ら
の
著
作
に
目
を
通
し
て
い
た
だ

き
た
い
。『
小
島
烏
水
全
集
』
も
『
山
の

人
達
』
も
当
会
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。

N

S

会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北

な
お
、
烏
水
は
と
も
か
く
高
橋
文
太

郎
は
な
じ
み
の
な
い
方
も
多
い
と
思
わ

れ
る
の
で
簡
単
に
。

一
九
〇
三
～
一
九
四
八
。
明
治
大
学

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
。
日
本
山
岳
会
会
員
。
大

正
末
か
ら
昭
和
初
期
、
北
ア
ル
プ
ス
や

八
ヶ
岳
な
ど
を
冬
季
登
攀
。
山
村
民
俗

を
研
究
。
代
表
著
作
が
前
記
の
も
の
。

寄付金及び助成金などの受入報告　平成27年8月まで

寄付者など 金額（千円） 寄付の目的、その他

平位剛  会員  10 永年会員からのご寄付

中山茂樹 会員  100 法人運営費用として

土田幸雄 会員  20 永年会員からのご寄付

関西支部
（別途報告）  計6,000 関西支部80周年記念募金

合計186個人・団体から

学生部海外登山隊募金は、別途集計中です。

図書受入報告（2015年9月）
編　著　者 書　　名 ページ／サイズ 発行元 刊行年 寄贈／購入別

安間繁樹 失われゆく民俗の記録 ： ボルネオ島21世紀初頭 クニャ族とプナン族 322p／21cm 自由ヶ丘学園出版部 2015 著者寄贈

峠恵子 冒険歌手  ： 珍・世界最悪の旅 367p／19cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈

下村敦史 生還者 287p／20cm 講談社 2015 出版社寄贈

服部文祥 ツンドラ・サバイバル 275p／20cm みすず書房 2015 出版社寄贈

上村信太郎 山の不可思議事件簿 190p／19cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈

佐々木亨 詳しい地図で迷わず歩く！奥武蔵・秩父 354km  144p／21cm 山と溪谷社 2015 出版社寄贈

三ツ井悟 （編）やまの自然 ： 山の自然学研究会研究報告書（2015年3月第7号） 93p／30cm JAC山の自然学研究会 2015 発行者寄贈
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№ 書名 著者／編者 発行 備考 価格
139 行雲とともに 高畑棟材 朋文堂 Ｓ9　函 600
143 農村の年中行事 武田久吉 龍星閣 Ｓ18　函　蔵書印あり 500
144 山の憶い出　上・下 木暮理太郎 龍星閣 Ｓ13 1200
166 山の旅　本の旅―登る歓び、読む愉しみ 大森久雄 平凡社 2007　著者署名あり 500

167 山の本歳時記 大森久雄 ナカニシヤ出
版 2008　著者署名あり 500

171 本のある山旅 大森久雄 山と溪谷社 1996　著者署名あり 500

172 国立国会図書館所蔵　 
深田久彌旧蔵書目録 国立国会図書館 丸善 S51 500

189 山と詩人 田中清光 文京書房 1986　２刷　函 500

200 シルクロード糸綢之路 第1巻～５巻 陳舜臣　 NHK取材
班

日本放送出版
協会 S55 600

212 利根川水源紀行 奥利根山岳会編 煥乎堂 S55　函 500
216 白稜　255号～261号・創立50周年記念号 東京白稜会 1995～2001 500

238 北アルプス 三宅修　山下喜一郎
内田良平 朝日新聞社 1976　函　著者署名あり

一部破損 500

245 雲表を行く 冠松次郎 墨水書房 Ｓ17　 500
246 山岳遭難記　１～６ 春日俊吉 朋文堂 800
252 立山群峯 冠松次郎 第一書房 Ｓ5　８刷 500
253 富士山 深田久彌 青木書店 Ｓ17　普及再版 500
254 山への味到 冠松次郎 墨水書房 Ｓ18　 500
272 山と森は私に語った 辻まこと 白日社 Ｓ55　函 800
274 辻まこと全集　２ 辻まこと みすず書房 2000　函 800

276 山の憶い出　上・下 木暮理太郎　
日本山岳会編 大修館書店 Ｓ50　函 800

291 画と随想の本 ヘルマン・ヘッセ　
尾崎喜八訳編 創文社 Ｓ39　函　訳者署名あり 1000

293 心に山ありて　正・続 今井雄二・喜美子 同信社 S47　８刷・４刷 500
297 明治の山旅 武田久吉 創文社 Ｓ46　函なし 500
300 新稿　日本登山史 山崎安治 白水社 1986　函 500
301 わが登高行　上・下 三田幸夫 茗渓堂 1979・80　函 800
303 山の繪本 尾崎喜八 朋文堂 Ｓ53　カバー　復刻版 500
304 覆刻　アルプ特集号選　Ⅷ 創文社 Ｓ58　函 1000
311 覆刻　日本の山岳名著　解題 日本山岳会編 大修館書店 Ｓ50　函 500
313 近代日本登山史 安川茂雄 四季書館 S51　函 500
314 黄色いテント 田淵行男 実業之日本社 1989　函　６刷 800
322 山稜の読書家 島田巽 茗渓堂 1985　函　著者署名あり 500
323 アルプス記 松方三郎 龍星閣 Ｓ49　函 500

333 現代の冒険上・下 クリス・ボニントン
田口二郎・中村輝子訳 岩波書店 1987・88 500

354 季刊　銀花　1980夏　第42号　特集
辻まことの世界 文化出版局 1980 600

359 行雲とともに 高畑棟材 朋文堂 Ｓ11　蔵書印あり 500
451 富士山 深田久彌 青木書店 Ｓ17　普及再版 500

Ｙ20 National Geographic 1978 July　 
～　1980 December　30冊

National 
Geographic 
Magazine

1978～1980 1000

◦頒布価格が400円以下の本を省略しています。全目録はホームページ（図書委員会）から検索でき
ます。また、必要な方にはお送りしますので、お申し出ください。

◦目録の申込み、問合せは三好まき子まで （090-8019-8601） 344mm@mbe.nifty.com
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図書交換会出品目録および購入申込みの案内
　今年も年次晩餐会で「図書交換会」を開催します。出品本は昨年の倍に近い500冊です。交換会当
日の詳細は18ページの「インフォメーション」に掲載していますが、会場に来場できない方は、下記
の要領で購入の申込みを行なってください。
◦郵便（日本山岳会・図書委員会あて）またはメール（344mm@mbe.nifty.com）で、11月15日までにお

申込みください。
◦購入希望図書の番号、書名、購入希望者の名前と会員番号を必ずご記入ください。入札本（★印１

～★６）の場合も、入札価格を明記のうえ、同じ要領でお申込みください。
◦複数の申込みがあった場合は、当日、会場で抽選を行ないます。来場できない方の抽選は図書委

員が代行し、本は交換会終了後にお送りします。
◦購入図書の送料は購入者負担とし、代金と一緒に請求させていただきます。

№ 書名 著者／編者 発行 備考 価格

★1 朝の山　残照の山 日高信六郎 二見書房 Ｓ44　函　限定本
（300部）

最低価格
3000から入札

★2 岩と雪　1～7　1958・SUMMER～
1960・　WINTER 山と溪谷社 1958～60 最低価格

3000から入札
★3 山のＡＢＣ

尾崎喜八・深田久
彌・串田孫一・畦地
梅太郎・内田耕作編

創文社

Ｓ34　函 3冊セット
5000から入札・
1冊2000から
入札・3冊セッ
トを優先

★4 山のＡＢＣ　２ Ｓ44　２刷　函 畦地
梅太郎署名あり

★5 山のＡＢＣ　３ Ｓ44　函　畦地・串田
孫一署名あり

★6 松浦武四郎紀行集　上・中・下 吉田武三編 冨山房 Ｓ50・50・52　函 最低価格
1500から入札

13 遙かなる山を訪ねて　三浦敬三　 
山岳写真集 三浦敬三 千早書房 1990　函 500

20 日本百名山 深田久弥 新潮社 S47　15刷　函 600
36 アルプスを画いた画家たち 近藤等 東京新聞出版局 S55　 500
41 近代登山の先駆者たち 近藤信行編 日本山岳会 S48 600
46 別冊太陽　山旅の宿 平凡社 2002 500

47 別冊太陽　人はなぜ山に登るのか―
日本山岳人物誌 平凡社 1998 800

51 黒部渓谷　岩橋崇至写真集 岩橋崇至 山と渓谷社 1987 500

52 星にのばされたザイル ガストン・レビュファ
近藤等訳 山と渓谷社 Ｓ51　函　著者・訳者

の署名あり 1000

53 日本百名山 深田久弥 新潮社 S54　26刷　函　原稿
コピー挟み込みあり 800

57 登山史の周辺 山崎安治 茗渓堂 1984　函　献呈署名あり 600
58 快晴の山 織内信彦 茗渓堂 1977　函　著者署名あり 600
62 剱の窓―登山史ノート 山崎安治 二玄社 1962　函　献呈署名あり 600
63 雲表を行く 冠松次郎 墨水書房 Ｓ17　函なし 500
65 槍ヶ岳開山　播隆 穂苅三寿雄・穂苅貞雄 大修館書店 Ｓ57　函 500
66 日本山岳文学史 瓜生卓造 東京新聞出版局 Ｓ54　函 500
69 ヒマラヤの高峰　１～３ 深田久弥 白水社 1973　函 1500
72 わが登高行　上・下 三田幸夫 茗渓堂 1979　函 800

102 山麓亭百話　上・中・下 横山厚夫 白山書房 1999 1000
128 山書研究　38　特集・上高地の常さん 日本山書の会 日本山書の会 1993 500
132 山の憶い出　上・下 木暮理太郎 福村書店 1954 800
134 山に忘れたパイプ 藤島敏男 茗渓堂 1970　函　貼付紙あり 500
137 峰・峠・氷河 藤木九三 朋文堂 Ｓ8　 500
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集
会
委
員
会

残
雪
の
男
鹿
岳
・
七
ヶ
岳　

山
行
報
告

会
報「
山
」に
南
会
津
の
男
鹿
岳
の
山

行
計
画
を
見
つ
け「
行
き
た
い
！
」と
思

っ
た
。
男
鹿
岳
は
栃
木
県
北
部
の
福
島

県
境
に
あ
り
、
三
百
名
山
に
入
っ
て
い

る
。
山
名
も
栃
木
側
で
は
「
お
じ
か
だ

け
」福
島
側
で
は「
お
が
だ
け
」と
呼
び

方
が
違
う
。
深
い
谷
に
囲
ま
れ
奥
深
く

ア
ク
セ
ス
が
悪
く
、
お
ま
け
に
時
期
に

よ
っ
て
は
ヤ
ブ
こ
ぎ
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
山
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
幸
い

と
ば
か
り
に
山
行
に
参
加
し
た
。

５
月
９
日
７
時
20
分
、
新
宿
駅
前
で

全
員
顔
合
わ
せ
。
総
勢
14
名
の
パ
ー
テ

ィ
だ
。
今
回
お
世
話
下
さ
る
集
会
委
員

の
Ｃ
Ｌ
瀬
沼
さ
ん
、Ｓ
Ｌ
征
矢
さ
ん
、平

野
さ
ん
を
は
じ
め
皆
さ
ん
首
都
圏
の
方

た
ち
で
、
私
た
だ
一
人
が
札
幌
か
ら
の

参
加
で
あ
っ
た
。

貸
切
バ
ス
で
七
ヶ
岳
の
登
山
口
の
あ

る
南
会
津
の
高
杖
ス
キ
ー
場
へ
と
向
か

う
。
好
天
を
願
っ
て
い
た
が
途
中
か
ら

小
雨
模
様
。
バ
ス
の
中
で
少
し
早
目
の

お
昼
を
済
ま
せ
、
雨
具
を
着
込
み
11
時

43
分
出
発
。
最
初
は
急
な
ゲ
レ
ン
デ
コ

ー
ス
を
登
る
、12
時
43
分
、１
３
２
０
ｍ

か
ら
や
や
緩
や
か
な
林
道
を
行
く
。
13

時
20
分
、
１
５
０
０
ｍ
の
稜
線
に
出
る
。

眺
望
は
良
く
な
い
が
右
手
前
方
に
七
ヶ

岳
の
ピ
ー
ク
が
見
え
る
。13
時
46
分
、電

波
塔
の
あ
る
１
６
３
８
ｍ
に
到
着
。
そ

こ
か
ら
下
山
す
る
組
と
、
ピ
ー
ク
を
目

指
す
組
の
２
班
に
分
か
れ
る
。
ピ
ー
ク

組
は
い
っ
た
ん
１
５
４
４
ｍ
の
コ
ル
ま

で
下
が
り
、
緩
い
傾
斜
の
樹
林
帯
を
登

り
14
時
32
分
に
１
６
３
６
ｍ
の
七
ヶ
岳

ピ
ー
ク
を
踏
む
。
曇
り
空
で
眺
望
は
望

め
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た

こ
と
に
感
謝
・
感
激
！

滑
っ
て
転
ば

な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
下
山
す
る
。

16
時
10
分
、
先
着
隊
の
待
つ
バ
ス
に

到
着
。皆
さ
ん
お
待
た
せ
し
ま
し
た
。そ

の
日
泊
ま
っ
た
民
宿「
山
楽
」の
お
料
理

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です。
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【
審
議
事
項
】

１
・「
会
員
か
ら
の
旅
費
等
の
寄
付
に

関
す
る
要
領
」の
廃
止
に
つ
い
て

財
務
委
員
会
及
び
公
益
法
人
運
営
委

員
会
よ
り
答
申
の
あ
っ
た
「
会
員
か
ら

の
旅
費
等
の
寄
付
に
関
す
る
要
領
」
廃

止
に
つ
い
て
別
添
資
料
に
よ
り
審
議
し

た
。（
賛
成
14
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

２
・
海
外
委
員
会
及
び
Ｊ
Ａ
Ｎ
編
集
委

員
会
の
解
散
及
び
新
委
員
会
の
設
置
に

つ
い
て

海
外
委
員
会
及
び
Ｊ
Ａ
Ｎ
編
集
委
員

会
を
解
散
し
、
両
者
を
統
合
し
た
新
委

員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
別
添

資
料
に
よ
り
審
議
し
た
。（
賛
成
14
名
、

反
対
な
し
で
承
認
）

３
・
家
族
登
山（
親
子
登
山
）事
業
の
各

支
部
に
お
け
る
実
施
に
つ
い
て

支
部
事
業
委
員
会
よ
り
答
申
の
あ
っ

た「
山
の
日
」制
定
を
契
機
と
し
た
家
族

登
山（
親
子
登
山
）の
普
及
を
日
本
山
岳

会
の
方
針
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
別
添

資
料
に
よ
り
審
議
し
た
。（
賛
成
14
名
、

反
対
な
し
で
承
認
）

４
・
静
岡
支
部
会
員
か
ら
の
山
荘
の
土

地
建
物
の
寄
付
の
受
諾
に
つ
い
て

静
岡
支
部
会
員
か
ら
の
山
荘
の
土
地

建
物
の
寄
付
の
申
出
を
受
諾
す
る
こ
と

に
つ
い
て
別
添
資
料
に
よ
り
審
議
し
た
。

（
賛
成
14
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

５
・
入
会
希
望
者
承
認
に
つ
い
て

12
名
の
入
会
及
び
１
名
の
復
活
に
つ

い
て
別
添
資
料
に
よ
り
審
議
し
た
。

（
賛
成
14
名
、
反
対
な
し
で
承
認
）

【
協
議
事
項
】

１
・
名
誉
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て
（
小

林
）理

事
及
び
評
議
員
に
対
し
て
名
誉
会

員
の
推
薦
を
依
頼
す
る
こ
と
に
つ
い
て

協
議
し
た
。

２
・
評
議
員
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

（
佐
藤
）

10
月
27
日
㈫
の
評
議
員
懇
談
会
の
開

催
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

３
・
支
部
合
同
会
議
の
開
催
に
つ
い
て

（
佐
藤
）

9
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
の
支
部
合
同

会
議
の
開
催
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

４
・
支
部
の
事
業
推
進
の
た
め
の
ブ
ロ

ッ
ク
割
に
つ
い
て（
大
久
保
）

支
部
事
業
委
員
会
よ
り
答
申
の
あ
っ

た
事
業
推
進
の
た
め
の
ブ
ロ
ッ
ク
割
に

つ
い
て
別
添
資
料
に
よ
り
協
議
し
た
。

５
・
来
年
度
の
財
政
改
善
策
の
方
向
性

に
つ
い
て（
小
林
・
吉
川
）

来
年
度
の
財
政
改
善
策
の
方
向
性
に

つ
い
て
別
添
資
料
に
よ
り
協
議
し
、
日

本
山
岳
会
再
生
委
員
会
に
お
い
て
具
体

的
な
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
を
確
認
し

平
成
27
年
度
第
５
回（
９
月
度
）

理
事
会
議
事
録

日
時　

平
成
27
年
９
月
９
日
㈬
19
時
00

分
～
21
時
30
分

場
所　

集
会
室

【
出
席
者
】
小
林
会
長
、
吉
川
・
大
久

保
・
山
田
各
副
会
長
、
神
長
・

佐
藤
各
常
務
理
事
、
勝
山
・
中

山
・
野
口
・
大
槻
・
落
合
・
直

江
・
星
・
谷
内
各
理
事
、
平
井
・

重
廣
各
監
事

【
欠
席
者
】
山
賀
理
事

の
美
味
し
か
っ
た
こ
と
。

10
日
、昨
日
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
好

天
気
！　

５
時
出
発
。
７
時
26
分
、
林

道
ゲ
ー
ト
。こ
こ
か
ら
８
㎞
の
長
～
い
林

道
歩
き
が
始
ま
る
。
落
石
に
よ
る
崩
壊

が
ひ
ど
い
。来
年
ま
で
保
つ
の
だ
ろ
う
か

と
の
危
惧
を
覚
え
る
。新
緑
が
眼
に
優
し

い
。峠
が
近
づ
く
に
つ
れ
残
雪
が
出
て
き

て
足
に
優
し
い
。
10
時
05
分
、１
２
５
９

ｍ
の
栗
生
峠
着
。い
よ
い
よ
本
来
の
登
り

に
な
る
。
期
待
し
て
い
た
残
雪
が
な
く
、

急
登
の
や
ぶ
こ
ぎ
で
あ
る
。背
丈
よ
り
高

い
笹
が
か
ぶ
さ
っ
て
く
る
。沢
登
り
で
ヤ

ブ
こ
ぎ
に
は
慣
れ
て
い
る
け
れ
ど
、楽
し

く
は
な
い
。１
４
０
０
ｍ
を
過
ぎ
た
あ
た

り
か
ら
雪
渓
が
出
て
く
る
。残
雪
の
山
は

ル
ー
ト
を
誤
り
や
す
い
の
で
難
し
い
。男

鹿
岳
は
結
構
登
る
人
が
多
い
の
か
、あ
ち

こ
ち
に
テ
ー
プ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。見

落
と
す
と
迷
う
こ
と
に
な
る
。栗
石
山
へ

の
登
り
に
備
え
、そ
れ
ぞ
れ
ア
イ
ゼ
ン
を

着
け
る
。
11
時
54
分
、
栗
石
山（
１
７
０

１
ｍ
）着
。
昼
食
を
摂
り
ゆ
っ
く
り
休
憩

す
る
。こ
こ
ま
で
来
る
と
男
鹿
岳
ま
で
は

後
ひ
と
息
。
12
時
56
分
、１
７
７
７
ｍ
の

男
鹿
岳
山
頂
。

山
頂
は
細
長
く
開
け
、
那
須
連
山
が

望
め
る
。こ
の
景
色
を
見
る
た
め
に
私
は

北
海
道
か
ら
来
た
の
だ
と
実
感
。お
世
話

を
し
て
下
さ
っ
た
集
会
委
員
の
方
と
今

日
の
天
気
に
感
謝
し
下
山
す
る
。
17
時

35
分
、
ゲ
ー
ト
着
。�

（
大
畑
博
子
）

会

務

報

告
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た
。

６
・
晩
餐
会
に
出
席
す
る
新
永
年
会
員

の
会
費
に
つ
い
て（
佐
藤
）

今
年
度
の
年
次
晩
餐
会
よ
り
新
永
年

会
員
か
ら
も
会
費
を
徴
収
す
る
こ
と
に

つ
い
て
協
議
し
、
新
永
年
会
員
の
会
費

を
無
料
と
し
て
い
た
慣
例
を
撤
廃
す
る

こ
と
と
し
た
。（
賛
成
14
名
、反
対
な
し

で
承
認
）

【
報
告
事
項
】

１
・
九
州
支
部
か
ら
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
マ
ー
ク

使
用
許
可
申
請
に
つ
い
て（
佐
藤
）

２
・
豊
岡
市
か
ら
の
植
村
直
己
顕
彰
事

業「
２
０
１
５
日
本
冒
険
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
後
援
名
義
申
請
に
つ
い
て（
佐
藤
）

３
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
か
ら
の
「
河
童
橋
上

の
ウ
ェ
ス
ト
ン
と
嘉
門
次
の
写
真
」
の

借
用
依
頼
に
つ
い
て（
神
長
）

４
・
会
報「
山
」バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
写
真

の
利
用
に
つ
い
て（
神
長
）

５
・
第
37
回
日
本
登
山
医
学
会
学
術
集

会
／
第
4
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
登
山
医
学

会
学
術
集
会
の
後
援
に
つ
い
て（
佐
藤
）

６
・
公
益
財
団
法
人
安
藤
ス
ポ
ー
ツ
・

食
文
化
振
興
財
団
へ
の
助
成
金
申
請
に

つ
い
て（
吉
川
・
大
久
保
）

７
・
10
月
理
事
会
の
日
程
変
更
に
つ
い

て（
佐
藤
）

８
・
理
事
会
を
開
催
し
な
い
月
に
お
け

る
入
会
申
込
み
の
承
認
に
つ
い
て
（
佐

藤
）

９
・
役
員
名
簿
の
作
成
等
に
つ
い
て

（
佐
藤
）

10
・
全
国「
山
の
日
」協
議
会
役
員
へ
の

就
任
に
つ
い
て（
佐
藤
）

小
林
会
長
に
副
会
長
、
大
久
保
副
会
長

に
運
営
委
員
就
任
の
依
頼
が
あ
り
、
受

諾
し
た
。

11
・
委
員
会
委
員
長
等
の
委
嘱
に
つ
い

て（
佐
藤
）

12
・
日
本
山
岳
会
再
生
委
員
会
の
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て（
小
林
）

13
・
支
部
に
お
け
る
平
成
28
年
度
「
山

の
日
」
の
取
組
予
定
調
査
結
果
に
つ
い

て（
大
久
保
）

14
・
日
中
韓
三
国
学
生
交
流
登
山
の
実

施
状
況
に
つ
い
て（
落
合
・
中
山
）

15
・
１
１
０
周
年
記
念
事
業
登
山
隊
及

び
海
外
登
山
助
成
金
の
送
金
に
つ
い
て

（
吉
川
）

16
・
寄
付
金
・
助
成
金
受
入
の
事
前
申

請
、
受
入
報
告
に
つ
い
て（
吉
川
）

17
・
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
救
援
募
金
の
集

計
状
況
に
つ
い
て（
佐
藤
）

18
・
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
救
援
募
金
贈
呈

式
の
状
況
に
つ
い
て（
佐
藤
）

19
・
日
本
山
岳
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
空
調

機
不
調
に
つ
い
て（
佐
藤
）

20
・
平
成
27
年
度「
親
子
登
山
」指
導
者

研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て（
大
久
保
）

21
・
平
成
27
年
度
安
全
登
山
普
及
指
導

者
研
修
会（
第
2
回
）の
開
催
に
つ
い
て

（
佐
藤
）

22
・
集
会
委
員
会
の
名
称
変
更
に
つ
い

て（
佐
藤
・
勝
山
）

集
会
委
員
会
よ
り
委
員
会
の
名
称
を

「
山
行
委
員
会
」に
変
更
す
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

23
・
電
子
国
土
賞
２
０
１
５
へ
の
応
募

状
況
に
つ
い
て（
佐
藤
）

24
・
登
山
道
情
報
取
得
に
あ
た
っ
て
の

留
意
点
に
つ
い
て（
佐
藤
）

25
・『
新
版
日
本
三
百
名
山
登
山
ガ
イ

ド
』上
・
中
・
下
の
カ
シ
オ
計
算
機
電
子

辞
書
へ
の
搭
載
に
つ
い
て（
佐
藤
）

26
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
ン
グ

か
ら
の
取
材
依
頼
に
つ
い
て（
佐
藤
）　

27
・
映
画
「
エ
ベ
レ
ス
ト　

神
々
の
山

嶺
」
の
宣
伝
協
力
依
頼
に
つ
い
て
（
佐

藤
）

映
画「
エ
ベ
レ
ス
ト　

神
々
の
山
嶺
」へ

の
宣
伝
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
が
、
日
本

山
岳
会
と
し
て
は
宣
伝
協
力
、
後
援
を

行
な
わ
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

28
・
１
１
０
周
年
記
念
ウ
ォ
ッ
チ
の
頒

布
に
つ
い
て（
佐
藤
）　

29
・「
山
」
7
月
号
の
不
備
に
つ
い
て

（
神
長
）

30
・「
山
」
9
月
号
の
発
行
に
つ
い
て

（
神
長
）
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【
連
絡
事
項
】

１
・
第
32
回
全
国
支
部
懇
談
会
の
開
催

（
佐
藤
）

２
・
京
都
・
滋
賀
支
部
創
立
30
周
年
記

念
祝
賀
会
の
開
催（
佐
藤
）

３
・
富
士
山
国
有
林
に
お
け
る
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
重
点
的
な
捕
獲
実
施
に
つ
い
て

（
佐
藤
）

【
今
後
の
予
定
】

１
・
支
部
合
同
会
議
の
開
催　

9
月
26

日
㈯
・
27
日
㈰　

プ
ラ
ザ
エ
フ

２
・
評
議
員
懇
談
会
の
開
催　

10
月
27

日
㈫
17
時
～　

集
会
室

1
日　

三
水
会　

常
務
理
事
会　

ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ

2
日　

図
書
委
員
会　

集
会
委
員
会　

山
想
倶
楽
部

3
日　

資
料
映
像
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

4
日　

公
益
法
人
運
営
委
員
会　

学
生

部　

九
五
会

5
日　

海
外
委
員
会　

7
日　

総
務
委
員
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

8
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

9
日　

理
事
会

10
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ　

山
岳

地
理
ク
ラ
ブ

11
日　

１
１
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会

14
日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

15
日　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員
会　

00
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

16
日　

青
年
部　

図
書
委
員
会　

三
水

会　

つ
く
も
会

17
日　

科
学
委
員
会　

休
山
会　

み
ち

の
り
山
の
会

18
日　

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

19
日　

山
の
自
然
学
研
究
会

24
日　

学
生
部　

山
遊
会　

公
益
法
人

運
営
委
員
会

25
日　

総
務
委
員
会

28
日　

総
務
委
員
会　

日
本
山
岳
会
再

生
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

29
日　

遭
難
対
策
委
員
会　

緑
爽
会

30
日　

自
然
保
護
委
員
会　

麗
山
会

９
月
来
室
者　

４
９
５
名

会
員
異
動（
９
月
分
）

物
故

佐
久
間
高
男（
４
３
０
１
）15
・
９
・
２

中
島
文
夫（
４
５
４
７
）　

15
・
８
・
24

林　
　

稔（
６
１
６
５
）　

15
・
９
・
21

岡
澤
祐
吉（
７
５
２
２
）　

15
・
９
・
２

大
山
健
助（
１
０
８
７
５
）15
・
８
・
30

退
会

9月9月

◆
１
１
０
周
年
記
念
御
嶽
山
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催　

日
本
山
岳
会
１
１
０
周
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム（
医
療
委
員
会
主
催
）「
御
嶽

山
噴
火
を
考
え
る　

体
験
者
に
聞
く

　

」を
晩
餐
会
の
前
日
に
開
催
し
ま
す
。

講
演
者
は
小
川
さ
ゆ
り
ガ
イ
ド
（
噴
火

時
に
山
頂
か
ら
生
還
）、上
條
剛
志
医
師

（
噴
火
翌
日
に
山
頂
救
助
活
動
）、
福
岡

孝
昭
氏（
火
山
の
専
門
家
）の
３
名
。

日
時　

12
月
４
日　

18
～
20
時
45
分

場
所　

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
高
木
講

堂
（
地
下
鉄
三
田
線
御お

成な
り

門も
ん

駅
か

ら
徒
歩
３
分
）

会
費　

無
料　

定
員　

１
２
０
名

申
込
み

jac110kinen@
yahoo.co. 

jp 

葉
書
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
日
本
山
岳

会
事
務
所
（
〒
１
０
２　
０
０
８

１
東
京
都
千
代
田
区
四
番
町
５

番
４　

サ
ン
ビ
ュ
ー
ハ
イ
ツ
四

番
町　

０
３　
３
２
６
１　
４

４
４
１
）

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、
会
員
番
号

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション

斎
藤
喜
一（
７
３
２
８
）　　

越
後

岡
本
道
生（
８
４
０
４
）

森
本
市
郎（
８
５
４
１
）　　

岐
阜

桜
沢
幸
弘（
１
４
０
１
８
）　

越
後

味
岡　

進（
１
５
１
３
９
）　

東
京
多
摩

佐
藤
文
彦（
１
０
３
８
２
）　

北
海
道



山　845−２０１5・10・２０（第三種郵便物認可）

■18

（
会
員
の
方
）を
記
し
て
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
詳
細
は
医
療
委
員
会
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
下
さ
い

http://w
w

w
.jac.or.jp/

info/iinkai/iryou/list.htm
l

�

（
野
口
い
づ
み
）

◆
第
33
回
図
書
交
換
会

�
図
書
委
員
会

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
図
書
交
換
会

を
年
次
晩
餐
会
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
５
日
㈯
14
時
か
ら
抽
選
を

開
始
し
ま
す
。
13
時
か
ら
開
場
で

す
。陳
列
し
た
本
を
ご
覧
の
う
え
、

抽
選
開
始
時
間
ま
で
に
購
入
申

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
年
次
晩
餐
会
に
出
席
さ
れ
な

い
会
員
も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
例

年
ど
お
り
事
前
申
込
み
も
受
付
け
ま
す

（
事
前
申
込
み
は
13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

場
所　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

年
次
晩

餐
会
会
場

問
合
せ　

三
好
ま
き
子　

０
９
０　
８
０
１
９　
８
６
０
１

344m
m

@
m

be.nifty.com

）

◆
志
賀
高
原
ス
キ
ー
集
会
の
ご
案
内

�

集
会
委
員
会

28
年
１
月
の
ス
キ
ー
懇
親
集
会
は
多

彩
な
ゲ
レ
ン
デ
と
雪
質
を
誇
る
志
賀
高

原
で
開
催
。
宿
泊
は
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
直

下
の
温
泉
宿
で
移
動
に
は
好
位
置
。

日
程　

１
月
17
日
㈰
～
19
日
㈫

費
用　

２
万
３
０
０
０
円　

宿
泊
費
、

保
険
、
通
信
、
懇
親
会
費
等
含
む

宿
泊　

志
賀
高
原 

ホ
テ
ル 

ベ
ル
グ

定
員　

25
名　

現
地
集
合
・
現
地
解
散

申
込
み　

12
月
20
日
ま
で
に
会
員
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
等
を
明
記
し
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
高
橋

聡
宛　

〒
１
０
２　
０
０
７
２　

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
２　
12

　

10　

０
３　
３
２
２
２　
０
９

０
８　

syukai@
jac.or.jp

参
加
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。
な
お
、
傷
害
保
健
加
入
の

た
め
生
年
月
日
を
通
知
願
い
ま
す
。

◆
第
11
回
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
・
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
イ
ン
・
広
島

広
島
支
部
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
研
究
会

　

ト
レ
イ
ル
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
心

を
お
持
ち
の
方
は
、「
広
島
湾
岸
ト
レ

イ
ル
」の
体
験
会
と
合
わ
せ
て
、ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
28
日
㈯
フ
ォ
ー
ラ
ム
＝
13

時
30
分
～
16
時
30
分
交
流
会
＝

18
時
～
20
時
。
同
29
日
㈰
広
島
湾

岸
ト
レ
イ
ル
体
験
会
＝
６
コ
ー

ス
、
出
発
時
間
は
コ
ー
ス
ご
と
。

会
場　

フ
ォ
ー
ラ
ム
＝
広
島
市
安
芸
区

区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
１
Ｆ
ホ
ー

ル　

交
流
会
＝
安
芸
農
協
会
館

サ
ン
ビ
ア
・
ア
キ

会
費　

フ
ォ
ー
ラ
ム
＝
５
０
０
円
、
交

流
会
＝
４
０
０
０
円
、
体
験
会
＝

５
０
０
円

定
員　

フ
ォ
ー
ラ
ム
＝
先
着
３
０
０
名

交
流
会
＝
先
着
60
名　

体
験
会

＝
先
着
１
５
０
名

★
問
合
せ
・
申
込
み

０
９
０　
４
８
９
０　
１
９
４

０
（
田
川
）　

０
８
０　
１
９
２
０

　

１
４
５
１
（
土
居
）　

０
９
０　

２
８
６
７　
３
５
０
２（
藤
川
）

m
ugenn@

aqua.ocn.ne.jp
�

訂
正
と
お
詫
び

『
山
岳
』
第
１
１
０
年
（
２
０
１
５
年
）

の
２
８
８
頁
、「
図
書
紹
介
」欄
の
水
越

武
著
『
真
昼
の
星
へ
の
旅
』
の
定
価
が

「
３
０
０
０
円
」と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

正
し
く
は「
３
万
円
」の
誤
り
で
し
た
。

ま
た
、
同
欄
の
３
０
１
頁
、『T

he�
 

A
lpine Journal 2014

』
の
執
筆
者
名

が
欠
落
し
て
お
り
ま
し
た
。
ご
執
筆
は

南
井
英
弘
会
員
で
し
た
。

訂
正
並
び
に
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
と
と
も
に
、
関
係
各
位
に
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（『
山
岳
』編
集
委
員
会
）

ネパール大地震救援募金集計表　8/31到着分まで

口座別

寄付者別

入金 ※2 出金 ネパール大地震救援
募金は集計中ですが、
中間報告を行います。
※1　�山岳６団体から

の入金分は、今
後も増加する。

※2　�出金額は、ランタ
ン、ロールワリン
への贈呈額と送
金手数料。

8月7日　
送金額　10,029,600
振込み手数料　2,644

日本山岳会口座 ※１　山岳６団体 計
件数 金額 件数 金額

日本山岳会会員 380 6,579,576 　 380 6,579,576
会員以外 520 7,160,775 1 1,000,000 521 8,160,775

（会員以外の内訳）
　・労山 58 708,305 1 1,000,000 59 1,708,305
　・旅行社（アルパインツアー他） 17 166,903 17 166,903
　・日本ヒマラヤ協会 13 115,000 13 115,000
　・HAT-J 4 184,936 4 184,936
　・所属団体名記載なし 428 5,985,631 　 428 5,985,631

計 900 13,740,351 901 14,740,351 10,032,244
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❖
編
集
後
記
❖

◦
先
月
は
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
。
旅
行
で
は

地
震
の
影
響
を
受
け
ず
、
不
自
は
由
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
新
憲
法
制
定
に
よ

る
イ
ン
ド
か
ら
の
輸
入
制
限
の
報
道
が

あ
っ
た
。ガ
ソ
リ
ン
不
足
は
深
刻
で
、今

後
の
行
方
次
第
で
は
こ
ち
ら
の
方
が
観

光
に
影
響
し
か
ね
な
い
。
ク
ー
ン
ブ
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ト
は
不
便
な
く
、

ラ
ン
タ
ン
の
ル
ー
ト
も
オ
ー
プ
ン
し
た
。

カ
ト
マ
ン
ズ
に
は
西
ネ
パ
ー
ル
か
ら
戻

っ
た
同
志
社
大
山
岳
部
も
。
い
い
山
登

り
の
後
の
清
々
し
い
顔
を
し
て
い
た
。

◦
田
部
井
淳
子
さ
ん
の
エ
ベ
レ
ス
ト
女

性
初
登
頂
40
周
年
パ
ー
テ
ィ
も
あ
っ
た
。

当
時
の
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
で
あ

る
ラ
ク
パ
・
テ
ン
ジ
ン
や
、
セ
ブ
ン
サ

ミ
ッ
ツ
・
ウ
ィ
メ
ン
と
い
う
若
い
ネ
パ

ー
ル
人
女
性
登
山
家
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

も
出
席
し
、
世
代
を
超
え
た
素
晴
ら
し

い
集
ま
り
だ
っ
た
。�

（
柏
澄
子
）




